
華やかな春を満喫!

桜まつり
常

盤

平

さ

く

ら

ま

り

り

日

時
・：

３

月
2
9
日

出

午

前

Ｈ一
時

～

午

後

８

時

、
3
0
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

７

時

会

場

…

ゆ

り

の

木

通

り

交

差

点

か

ら

五

香

駅

前

ま

で

（

さ

く

ら

通

り

）

内

容

…

桜

の

女

王

特

別

参

加

・

各

種

パ

レ

ー

ド

・

神

輿

・
み

ん

な

の

ふ

れ

あ

い
広

場

で

の

イ

ベ

ン

ト

・

さ

く

ら

通

り

音

楽

祭

な

ど

圜

常

盤

平

さ

く

ら

ま

つ

り

実

行

委

員

会

・

山

根

登
3
8
8・
9
3
6
7

八

柱

桜

ま

っ

り

日

時
・：

３

月
2
9
日

出

〔
雨

天

の

場

合

は
3
0
囗

㈲

〕

午

前
1
1
1
1
時

～

午

後

４

時

会

場

…

新

京

成

八

柱

駅

前

ロ

ー

タ

リ

ー

か

ら

桜

橋

ま

で

内

容

…

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

演

奏

・

鼓

笛

隊

パ

レ

ー

ド

な

ど

固

八

柱

桜

ま

つ

り

実

行

委

員

会

こ

二

好

昔
3
8
5・
0
3
0
3

八

ヶ

崎

桜

ま

つ

り

日

時
・：

３

月
3
0
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

５

時

〔
小

雨

実

施

〕

会

場
：

人

ケ

崎

さ

く

ら

通

り

ビ

ッ

グ

Ａ

交

差

点

付

近

内

容

…

特

設

舞

台

に

お

け

る

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

・
歌

謡

シ

ョ

ー

な

ど

、

三

三

六

号

線

で

の

音

楽

パ

レ

ー

ド

・
阿

波

踊

り

な

ど

圜

ハ

ケ

崎

桜

ま

つ

り

実

行

委

員

会

・

柏

木

容
3
4
4・
7
7
8
9

六

実

桜

ま

つ

り

日

時
・：
４

月

５

日

出

・

６

日

㈲

午

前

９

時

～

午

後

５

時

会

場
・：
六

高

台

さ

く

ら

通

り

内

容
・：
音

楽

パ

レ

ー

ド

・

山

車

・

神

輿

・

カ

ラ

オ

ケ

大

会

・

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

な

ど

圜

六

実

桜

ま

つ

り

実

行

委

員

会

・
井

上

合
一
天一
・
3
1
6
4

霊

園

さ

く

ら

ま

つ

り

日

時
・
：
４

月

６

日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場
：

人

柱

霊

園

（

い

こ

い

の

広

場

・

ふ

れ

あ

い

広

場

）

内

容
・：
野

だ

て

・

お

花

見

踊

り

・

生

田

流

琴

の

演

奏

・

ガ

ー

デ

ン

マ

ッ

ト

腐

葉

土

の

無

料

配

布

な

ど

圜

八

柱

霊

園

管

理

事

務

所

昔
3
8
7・

２

一昨年の常盤平さくらまつり

六実桜まつり

※
常

盤
平

・
八

柱

よ
（

実

・
ハ

ケ
崎
の
四
会
場

で
は
、
期
間

中

は
歩
行

者
大
国
で
交

通
規
制

を
実
施
し

ま
す
（
八
柱
会

場
は

パ
レ

ー
ド
時

の
み
）
。

常盤平さくらまつり八柱桜まつり

八柱霊園さくらまつり

※駐車場はありません。周辺一帯は駐車禁止

ですので、電車やバスでお越しください。

※ごみは各自お持ち帰りください。

八柱霊園

さくらまつり会場

八ヶ崎桜まつり

昨
年
４
月

か
ら
実

施
し

て

い
る

パ
ー
ト

ナ

ー
講
座

（
出
前

）

は
、

２
月
2
8日
現

在
で
五
十
八
回
開
催

さ

れ
、
千
七

百
二

十
二

人
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
勞
講

さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月

か
ら
、
さ
ら
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め

メ
ニ
ュ

ー
内
容
を

◆パートナー講座（出前）追加メニュー

講座名 講座内容 担当課

市 役所 の 組 織と

仕 事 につい て

市 役 所 の 組 織 機 構 の 変 遷 お よ び 現 行 組

織 に お け る 各 部 局 の 所 掌 業 務 に つ い て

の 概 要 説明

総 務 企 画 本 部

企 画 管 理 室

S366-ﾜ311

「 松 戸 市 総 合 計

画 」 につい て

｢ 松戸 市総 合 計 画｣( 基 本 構 想 ・ 基本 計 画

・実 施 計 画) の 概 要 を 説明 し 、くｲ主ん で

よ い ま ち ・訪 ね て よ い ま ち 〉 の 実 現 の

た め に 市 民 、 行 政 が 何 を し てい く べ き

か を 考 える た め の 説 明

政策調整課
o366 ―ﾜ○ﾜ2

情 報 公 開制 度 に

つい て

情 報 公 開 制 度 の 概 要 と 利 用 の 仕 方 に

つ い て

総務課
R366 ―ﾜ305

市 民 税 の豆知 識
個 人 の市 民 税 の申 告 に つい て の説 明 およ

び申 告書 の書 き方 、課税 の方 法 につ いて

市民税課
25366 ―ﾜ322

｢ 環 境家 計簿｣ 取

り 組 み 講座

地 球 環 境 に や さ し い 生 活 を 考 え 、実 践

する き っ か け づく り の 一 つ とし て 、松

戸 版 の 環 境家 計簿 の つ け方 につ い て

環境計画課
公366-ﾜ331

道路 整 備に つ い

て

・ 私 道 の 舗 装( 新 設 ・ 補修) ・側 溝 敷 設

・手 すり 設 置 の 助成 に つ い て

・ 道路 敷 地 の 寄 付に つ い て 、他

建設総務課
o366 ―ﾜ35ﾜ

◆変更したメニュー

変更前講座名 変更後講座名

①ｲ肄康 に つ い て ② 「 健 康 松 戸21 」 に つ い て 「ｲ建康 松 戸21 」 に つ い て

平

成
1
5
年

度

版

「
家

庭

ご

み

の

分

け

方

出

し

方

」

の
チ

ラ

シ
は

、

３
月
2
5
日

㈹

の

新

聞

折

り

込

み

で

配

布

し

ま

し

た

。

ご

確

認

の

上

、
各

家

庭

で

保

管

し

ご

利

用

ぐ

だ

さ

い

。

固

環

境

業

務

課

昔
3
6
6・
7
3
3
3

人口と世帯

人口471,055 人 ［- 233 ］
男236,725 人 ［- 282 ］
女234,330 人 ［＋　49］
世帯189,371 世帯［- 202 ］
※平成12年匡勢調査の確定値を基準とし
て集計した常住人口です。

平成15 年度施政方針　　　　 ②
4月1日から東松戸駅周辺を放置禁
止区域に指定します　　　　 ③

4月13日は千葉県議会議員一般選
挙の投票日　　　　　　　　 ④
「しごとサポートボランティア」

を募集します　　　　　　　 ⑤
情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

市

内

各

所

で

行

わ

れ

ま

す

松
戸
市
制
六
十
周
年
記
念

交
通
規
制
と
お
願
い

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
」
の
チ
ラ
シ
を

本
日

の
新
聞

に
折
り
込

み
ま
し
た

充
実
し
、
左
記
の
と
お
り
講
座
の

追
加
と
変
更
を
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

匣
直
接
、
担
当
課
へ

圖
市
民
環
境
本
部
企
画
管
理
室
昔

3
6
6
・
7
3
1
2

パ
ー
ト
ナ
ー
講
座
（
出
前
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



市議会3月定例会初日の3月３日に、川井市長が平

成15年度の施政方針説明を行いました。

その概要をお知らせします。

市
民
が
主
役
の
行
政
を
め
ざ
し
て

新
年
度
は
、
平
成
１５
年
度
か
ら
１９
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
第
２
次
実
施
計

画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
本
市
の
将
来
都
市
像
の
実
現
の
た
め
に
、
既
存
の

価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
を
原
点
に
立

ち
返
っ
て
、
抜
本
的
に
見
直
す
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
年
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

一
般
財
源
の
減
収
や
福
祉
施
策
の
経
費
増
大
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
第
２

次
実
施
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、

新
た
な
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

今
や
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
時
代
で

す
。
市
民
と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
「
2
1世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
が
主
役
の
行

政
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
あ
い
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
犯
罪
へ

の
対
応
は
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
特

に
新
年
度
も
市
民
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
ま
す
。

以
下
、
新
年
度
の
主
要
な
施
策
を
ご
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
教
育
長
か
ら
別
途
ご
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市議会で施政方針を発表する川井市長

「
連
携
型
地
域
社
会
の
形
成
」

の
事
業

「
人

権

問

題

に

関

す

る

市

民

意

識
調

査

」

を

実

施

女

性

の

た

め

の

エ

ン

パ

ワ

ー

メ

ン
ト

講

座

の

開

催

「
ま

つ

ど
市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー
」

の

運

営

地

区

集

会
所

の

建

設

・
修

繕

費

の
助

成

情

報

公

開

担
当

室

の

設

置

「
住

民

基

本

台

帳

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム
」

を

本

稼

動

パ

ー
ト

ナ

ー

講
座

の

出

前

松

戸

駅

構

内

に

「
行

政

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー
」

を

開
設

まつど市民活動サポートセンター

「
豊
か
な
人
生
を
支
え
る
福

祉
社
会
の
実
現
」
事
業

「
健

康

松

戸
2
1
計

画

」

の

推

進

Ｔ
ン
ニ

ア

交

流

セ

ン

タ

ー
」

の

建

設

に

着

手

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム
ニ

カ

所

の

建
設

に

補

助

知

的

障

害

児

の
市

外

施

設

利

用

枠

の

確

保

知

的

障

害

者

入

所

更

生

施

設

の

建

設

に

補

助

知

的

障

害

者

福

祉

作

業

所

一

力

所

、

精

神

障

害

者

共

同

作

業

所

一

ヵ

所

の

運

営

を

支

援

乳

幼

児

医

療

費

助

成

を

償

還

払

い
方

式

か

ら

現

物

給

付

方

式

に

移

行

新

設

保
育

園

一

ヵ
所

の
建
設

双

既

存

保

育

園

一

ヵ

所

の
改

築

費

に

補
助「
電

子
医

療

情

報

総

合

シ

ス

テ

ム
」

導

入

の

調

査

・
研

究

「
小

児

急

病

セ

ン

タ

ー
」
設

置

に
向

け

た

準

備

松

戸

市

立

病

院

建

設

の
調

査

分

析

「

健

康

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
」

を
開

催

「
時
代
を
育
む
文
化
・
教
育

環
境
の
創
造
」
の
事
業

「
平

和

バ
ス

ツ
ア

土

「
戦

争

体

験

講

話

」

の

実

施

と

「
平

和

関

連

ビ

デ
オ

ラ
イ

ブ

ラ

リ

ー

」

の

創

設

外

国

人

ト

ー

ク

フ

ェ

ス

ト

（
懇

話

会

）

の
設

置

グ
リ

ー

ン

ー
ツ

リ

ー

・

デ

ー
を

は
じ

め
と

し

た

姉

妹

都

車

父
流

の

推

進
「
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
」
の
事
業

都

市

の
景

観

に

関

す

る

検

討

を

開

始「
市

営

住

宅

ス

ト

ッ

ク

総

合

活

用

計

画

」

の
策

定

緑

の
保

全

と

緑

化

の

推

進

川

の

一
里

塚

に

憩

い
の

場

を

整

備

江

戸
川

・
松

戸

フ

ラ

ワ

圭

ツ
イ

ン

の
整

備

「
水

辺

の
健

康
エ

コ

ロ

ー
ド
」
を

整

備坂

川

沿

川

の
環

境

整

備

救

急

指

導

車

を
「
天

然

ガ
ス

車

」

に
組
薪
「
資

源

循

環

型

社

会

構

築
基

礎

調
査

」

を

実

施

粗

大

ご

み

の

土

曜

日

受

付

を

開

始
炭

化

を

軸

と

し

た

緑

の

リ
サ

イ

ク

ル

を

推

進

金

ケ

作
小

学

校

に

防

災

用

簡

易

備
蓄

倉

庫

を

設

置

ハ

ケ

崎

消

防

署

に

市

内

七

台

目

の
高

規

格

救

急

車

を

配

置

常

盤
平

二
丁

目

「
こ

で

ま

り

公

園
」

に

防

火

水

槽

を

設

置

新

松

戸

第
1
2
分

団

２

班

の
消

防

セ

ン

タ

ー

を

整

備

市

民
安

全

パ

ト

ロ

ー
ル

の
通

年

実
施駐

輪

場

に

防

犯

カ

メ
ラ

を

設

置

（
松

戸

瞰

来
口

こ
箝
松
戸

駅
西

口

・

北
小

金

駅

南
口

）

「
食

と

安
全

」

を

テ

ー

マ
と

し

た
講

演
会

を

開

催

「
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形

成
と
産
業
の
振
興
」
の
事
業

「
成

田

新
高

速

鉄

道

」

の
整

備

に

協

力

地

下

鉄

Ｕ

万
線
松

戸

延

伸

の
要

請

と

調

査

の
実

施

車

只
外

か
く

環

状

道

路

の
整

備

促

進

を
国

に
要

請

都

市

計

画

道

路

の

整

備

を

引

き

続

き

実

施

狭

あ

い
道

路
（
通

称
「
安

忠

坂

」
）

の
整

備

新

松

戸

け

や

き
通

り

の

歩

道

改

良

「
交

通

バ

リ

ア

フ

リ

ー

基

杢

稱

想

」

の
素

案

策

定

に
着

手

ノ

ン
ス

テ

ッ

プ

バ

ス

の

導

入

を

促

進元

山

駅

構

内

に
車

椅

子

対

応

の

エ

レ

ぐ
・
Ｉ
タ

ー
設

置

を
支

援

国

分

川

の
多

自

然

型

河

川

改

修

を

推

進

上

富

士

川

の
散

策

路

を

整

備

前

Ⅲ

川

の
雨

水

幹

線

の
整

備

市

営

水

道

石

綿

管

布
設

替
え

と

浄

水

・
配

水

施

設

の
拡

張

整

備

市内を巡回する市民安全パトロール車

あ
な
た
の
健
康

西
ナ
イ
ル
熱
・
西
ナ
イ
ル
脳
炎

西

ナ
イ
ル

ウ
イ
ル

ス
（
ウ
エ

ス

ト

ナ
イ
ル

ウ
イ

ル
ス
）
と
は

西

ナ
イ

ル
熱

・
西
ナ
イ
ル
脳

炎
は
湫
拾
介
し

て
大
、
鳥
、

ウ

マ
に
伝
播

す
る

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
、
日

本
脳
炎

ウ
イ
ル
ス
と

同
じ

フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属

の
西

ナ
イ

ル
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
引

き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
流
行
に
は

渡

―
鳥

の
存
在

や
感
染
蚊
の
移

動

が
関
係
し

て

い
る
と
考
え
ら

れ
て

い
ま

す
。
温

帯
地
域
に
お

い
て
、
多
く

は
夏

か
ら
初
秋
に

か
け
て
発
生
し
ま
す

。

ウ
イ
ル

ス
は
ア
フ
リ
カ
、
中

近
東
、
西

ア
ジ
ア
に
分
布
し
て

お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
九

九
〇
年
代
中

ご
ろ
か
ら
流
行

が

認
め
ら
れ

、
北
米
で
は
一
九
九

九
年
に
東

海
岸

よ
り

流
行

が
始

ま
り
、
二
〇

〇
二
年

は
1
2月
3
1

日
ま
で
に
全
米
四

十
州
で
三
千

八
百
七
十
三
人

が
発

症
し

、
脳

炎
で
二
百
四
十
六
人

が
亡
く
な

っ
て

い
ま
す
。

日
本
で

の
発
生

は
現
在
の
と

こ
ろ
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、

輸
入
感
染
症
と
し

て
注
意

が
必

要
で
す
。

西

ナ

イ

ル

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

と

そ

の

症

状

人

に

お

け

る
潜

伏

期

間

は

三

～

十

五

日

で

、

通

常

八

〇
％

は

不

顕

性

感

染

（
無

症

状

）

で

、

発

症

し

て

も

多

く

は
三

十

九

度

以

上

の
突

然

の
発
熱
（
九

八
％

）
、

食

欲
不

振

な

ど

の
消

化

器

症

状

（
八

〇
％

）
、

頭

痛

（
五

三
％

）
、

胸

や

背

中

や
上

肢

の
発

疹

（
五

〇
％

）

筋

肉

痛

な

ど

の

症

状

が

見

ら

れ

、

約

一
週

間

で

回

復

し

ま

す

。

感

染

者

の
約

一
％

が

脳

炎

に

な

り

、

激

し

い
頭

痛

、

高

熱
と

方
向

感

覚

の

欠

如

、
麻

痺

、

意
識

障
害

、
け

い
れ
ん
な

ど
の

症
状
を
認

め
、
重
篤
化
し
ま
す

。

し

か
し

北
米
の
流
行
で

は
従

来

の
タ
イ

プ
と
異
な
り
、
感
染

鳥

の
発

病

や
死
亡

率

が
高

く
、

症
状
は
頭
痛
を
伴
ケ

発
熱

が
九

％
に
す

ぎ
ず
、
筋
力
低
下
を
伴

う
脳
炎

が
四

〇
％

、
脳
炎

が
二

七
％
、
無
菌
性

髄
膜
炎

が
二
四

％
に
見
ら

れ
、
脳
炎
や
筋
力
低

下
を

認
め
る
人

が
多

い
の
が
特

徴
で
す

。
ま
た
脳
炎
発
症

の
約

一
〇
％

の
人

が
亡
く
な

っ
て

い

ま
す

。

診

断

と

治
療

お

よ

び

予

防

経
過

や
症
状

よ
り
本
疾
患

が

疑
わ

れ
た

ら
、
血
液
や
髄
液
を

用

い
ウ
イ

ル
ス
遺
伝

子

（
Ｒ
Ｎ

Ａ
）

の
検
出

や
抗
体
の
測
定
を

行

い
診
断
し
ま

す
。
治
療
は
一

般
的
に
対
症
療
法
を
行

い
ま
す
。

現
時
点
で

は
ワ
ク
チ
ン
は
あ
り

ま
せ
ん
。

流
行
地
域

か
ら
渡
航
さ
れ
た

方
は
、
高
熱

や
け

い
れ
ん
、
意

識
障
害
な

ど
重

篤
な
症
状
が
な

く
て
も
、
発
熱

・
頭

痛

・
筋
力

低
下

・
発
疹
な

ど
認
め

る
場
合

は
本
症
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す

の
で
、
医
療
機

関
へ
の
受

診
お

よ
び
成
田
空
港

検
疫
所
健
康
相

談
室

へ

お
申
し

出

く
だ

さ

い
。

初
期

の
段
階
で

ウ
イ
ル
ス
検
査

を
迅
速
に
行

つ
こ

と
が
、
感
染

の
広

が
り
を
最
小

限
に
抑
え

る

こ
と
に
な

る
の
で
す

。

ま
た
国
内
で

の
発

生
を
認
め

た
と
き
は
、
虫

除
け

剤
の
塗
布

や
網

戸
の
使
用

な
ど
蚊
に
剌
さ

れ
な

い
よ
う

に
す

る
工
夫

と
、

蚊
の
発
生
を
減
ら
す

た
め
水
溜

ま
り

を
減
ら
す

な
ど
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。（
松

戸

市
医

師

会

）

施政方針
平成15年度

市
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
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商
店
街
空
き
店
舗
対
策
を
支
援

技

能
功

労

者

（
ま
ち

の
職

人
）

表

彰
制
度
を
創
設

若
者
の
就
労

を
支

援
す

る
た

め

の
研

修
を
開
催

松
戸
産

農
産

物
の

ブ
ラ
ン

ド
化

を
推
進
環
境
保
全
型
農
業

の
推

進

松
戸
花
火
大
会

の
開
催

児
童
の
体
験
乗
船
機
会
を
拡

大

総
合
計

画
の
新
管
理

シ
ス
テ
ム

の
推
進
新

た
な
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
の

策
定庁

内
分

権
の
推
進

（
担
当

室
に

課
長
権
限

の
一
部
を
委

任
）

来
月

、
松

戸
市
は
、
昭
和

１８
年

４
月
１
日

の
市

制
施
行
以
来

、
六

十
周
年
の
節
目

を
迎

え
ま
す
。

こ
の
機
会

を
、
多
く
の
皆
様

と
と

も
に
祝

い
、
広
く
市
政
に
対

す
る

認
識
を
深

め
て

い
た
だ
き

た
い
と

川井敏久

市制施行60周年に思う

考
え
て

い
ま
す
。

市
長

と
し
て

、
二
期

八
年
の
経

験

を
活

か
し
つ
つ

、
か
つ
、
実
績

に
甘

ん
じ
る
こ
と

な
く
、
時
代
の

風

を
読
み
解
き
な

が
ら
、
誰

も
が

安

心
し
て
暮

ら
せ

る
ま
ち
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
、

緑

花
清
流
の
松
戸

の
創

生
に
全
力

を

傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
達

の
前
に
立

ち
は

だ
か
る
障
壁

は
高

く
厚

い
も
の
で

あ

り

、
従

前

に

も

増
し

て

、
市

民

ふ

燮
二
・
行
政

が
一
丸
と
な

っ

て

創

意
工

夫

、
英
知

を

結
集

し

、

乗

り
越
え
て

い
く
必
要
が

あ
り
ま

す
。ま
さ
に
名

実
と
も
に
地
方

分
権

時
代
の
自
治

体
と
し
て
自
立

し
て

い
く
た

め
の
地

歩
を
築
く

、
タ
ー

ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
の
年
で

あ
る
と

い

う

こ

と

を

我

が

心

に

刻

み

、

「
不

撓
不

屈

」
の

強

い
意
志

を

も

っ
て
市
政

に
臨
み
ま
す

。

引
き

続
き
絶
大
な

る
ご
支

援
と

ご
協
力

を
賜

り
ま
す
よ

う
お
願

い

申
し
上
げ

、
施
政
方
針
の

説
明
と

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

。

来

月

１

日

、

松

戸

市

は

、

昭

和
1
8
年

４

月

１

日

の

市

制

施

行

か

ら

六

十

周

年

を

迎

え

ま

す

。

私

の

誕

生

日

は

、

そ

の

ち

ょ

う

ど

１
ヵ

月

前

の

昭

和
1
8
年

３

月

１

日

で

す

の

で

、

ま

さ

に

松

戸

市

と

共

に

歩

ん

で

き

た

と

の

思

い
を

強

く

し

て

い
ま

す

。

私

か
子

ど

も

の
頃

は

、

戦

後少年時代の市長

教育方針

平
成
１３
年
６
月
に
設
置
し
た
松
戸
市
教
育
改
革
市
民
懇
話
会
か

ら
、
教
育
改
革
の
視
点
と
施
策
提
言
に
つ
い
て
本
年
２
月
に
最
終

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
生
涯
を
通
し
て
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
が
築
け
る
よ
う
に
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
創
造
性

に
富
ん
で
、
人
間
性
豊
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
新
年
度
は
、

具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
し
、
教
育
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

教育方針を発表する齊藤教育長

の
混

乱

期

で

、

食

べ

る
も

の

、

着

る
も

の
に

も
事
欠

い
た

よ
う

に

記
憶

し
て

い
ま
す

。
し

か
し

、

松

戸
に

は
た

く
さ

ん
の
自

然

が

残

っ
て

い
ま
し

た

。
今

の
市
役

所

が

あ

る
辺

り

を

「
根

本

山

」

と
呼
ん

で

い
て
、
こ

の
森

や
坂

川
で

、
日

の
暮
れ

る
ま
で

泥
だ

ら
け

に
な

っ
て
遊

ん
だ
楽

し

い

思

い
出

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

。

あ

の
頃

の
遊

び
は

、

い
つ
も
周

り
に

仲
間

が

い
ま
し

た

。
集
団

で

の
遊

び
を

通
し

て
、
自

然
に

社
会

の
ル

ー
ル

や
生

き

る
力
を

学

ん
で

い
た

と
思

い
ま
す

。

昭
和
2
2年

の
日
本

の
合

計
特

殊
出

生
率

（
女
性

が
一
生

の
間

に
生

む
子

ど
も

の
数
）

は
四

・

五
四
人

、
平

成
1
3年

が

∇

三

三

人

で
す

。
こ

の
よ
う

な
数
字

地
域
が
実
施
す

る
サ

タ
デ
ィ

ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ス
ク
ー
ル
の
開
設

市

円
‥に

あ
る
大
学

な
ど
と
の
連

携
に
関
す

る
調
査
研
究

市
民
自
主
企
画
講

座
の
開
催
支

援
基
礎
学
力

冉
履

修
講
座

の
開
設

特
色
あ

る
学

校
づ
く
り

の
推
進

と
新
し

い
教
育
制
度

設
計

ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
中

を
出
す

ま
で

も
な
く
少

子
化

は

進
ん

で

い
ま

す
。
少

子
化
に

よ

り
対
応

す

べ
き
課

題
は
数
多
く

あ
り

ま
す

が
、

そ

の

一
つ

に

、

子

ど
も
同
士

が
触

れ
合
う
機
会

の
減

少

が
あ
り
ま

す
。
昔
を

懐

か
し

む
こ
と

で
は

問
題

の
解

決

に

な
ら
な

い
わ
け

で
す

が
、
子

ど

も
た
ち

が
生
き

生
き
と
し

た

姿

で

あ
り

続

け

る
た

め
に

は

、

自
然

の
中

や
集
団

で
の
関

わ
り

の
中
で
遊

ぶ
機
会

が
必
要

だ
と

思

っ
て

い
ま
す

。

一
方
、
平

均

寿
命
は
、

昭
和

2
2年

に
男
五

〇

・
〇
六

歳
、
女

五
三

・
九
六
歳
だ

っ
た
も
の
が
、

平

成
1
3年

に
は
そ

れ

ぞ
れ
七

八

・
〇
七

歳
、
八
四

・
九
三

歳
ま

で

延
び
て

い
ま
す

。
子

ど
も
の

頃

、
「
村

の
渡

し

の
船
頭

さ

ん

学
校
全
校
配
置

小
中
学
校

パ
ソ
コ
ン

教
室
の
四

十
二
台
化
推
進

情
報
機
器
を
活
用
し

た
学
習
指

導
力
の
向
上

市
立
高
校

の
情

報
教
育
の
充
実

幸
谷
小
学
校

の
増
築
工

事

高
木
第
二
小

学
校
お
よ
び
常
盤

平

甲
学
校

の
校
舎

耐
震

改
修
工

事

磁
器

食
器

等
の
導
入

に
よ

る
小

学
校
給

食
の
充
実

学

校
の
不
用
机

椅
子
再

利
用
推

進
幼
稚

園
の
園
児

補
助
金
の
支
援

ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
派
遣
支

援
お

よ
び
学
校
施
設
開
放
事
業

の
促
進

松
戸
市
こ
ど
も
祭
り

の
充
実

齊
藤
邸
竹

秕
工
房

の
本

格
稼
動

博
物
館
特
別
展

「
川

の
道
・
江

戸
川
」
開
催

戸
定
歴
史
館
企
画

展

二

八
六

七
八
り
万
博
と

徳
川

使
節
団
」
開

催

不用机椅子をカンボジアへ無償供与

施

政

方

針

お

よ

び

教

育

方

針

の

全

文

は

、

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

（
市

役

所

別

館

一

階

）

ま

た

は

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
Ｕ

Ｒ

Ｌ

は

一

面

右

上

参

照

）

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

圜

総

務

企

画

本

部

政

策

調

整

課

昔
3
6
6・
7
0
7
2

教

育

委

員

会

生

涯

学

習

本

部

企

画

管

理

室

登
3
6
6・
7
4
5
5

は
、
今
年

六
十

の
お
じ

い
さ
ん
」

と

？

こ

里
謡

「
船
頭

さ
ん
」

を

よ
く
歌

い
ま
し

た

が
、
今
の

六

十

歳
は
ま

だ
ま

だ
現

役
世
代

で

す

。新

年

度

に

は
、
「
松

戸

市

パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ

プ
条

例
」
を

制

定

す

る
た
め

の
検
討

を
始

め
ま

す
。
少
子

・
高

齢
社
会

に
向

け

た
課
題

へ
の
対

応
、

協
働

の
ま

ち

づ
く
り

へ
の
対
応

な
ど
地

域

の

諸
問

題

の

解

決

に
、

私

は

、

元

気

な
還
暦

世
代

の
活
躍
を

大

い
に
期
待

し

て

い
ま

す
。

私
自

身

も
還
暦
世

代

の
一
人

と
し

て
、
少
年

の
頃

の
心
を

忘

れ
ず

に
、
次

代
を

担
う
子

ど
も

た
ち

の
た

め
に
、
緑

花
清

流

の

ふ

る
さ
と

づ
く
り

に
全
力

を
傾

注
し

て
参
り

ま
す

。

春
愁
や父
の
齢

を

越
え
ん
と
す

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、 市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

匚AX  366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(2月末現在の受信件数)ファクス855件､メール1,077件

４
月
１
日
か
ら
東
松
戸
駅
周
辺
を

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
す

駅
前
の
車
道

や
歩
道
に
自

転
車

が
放
置
さ

れ
る
と
、
通
行

の
妨

げ

に
な
り
危
険
で
す

。

市
は
、
そ

の
対

策
と
し

て
「
松

戸
市
自
転

車
の
放
置

防
止

に
関
す

る
条

例
」

に
基

づ
き
、
こ

れ
ま
で

に
市

内
十
五

の
駅
周

辺
に
放
置
禁

止
区
域
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
４

月

１
日

火
か
ら
「
東

松
戸
駅
周
辺
」

を
新

た
に
放
置

禁
止
区

域
に
指
定

東松戸駅周辺放置禁止区域自転車保管所

保管所 連絡先 撤去駅

大　橋 392-4433 松 戸 駅 東 口 ・矢 切 駅

古ヶ綺 366-0883 松 戸 駅 西 口 ・北 松 戸 駅

旭　町 349-4664 新松戸駅

馬　橋 34ﾜｰﾌﾜ40
馬 橋 駅 ・北 小 金 駅 ・ 小 金

城 趾 駅

河原塚 392-ﾜOﾜ4

東 松 戸 駅 ・上 本 郷 駅 ・ 松

戸 新 田 駅 ・ み の り 台 駅 一

八 柱 駅 ・常 盤 平 駅

六高台 389-6020 五香駅 一元山駅・六実駅

し

ま
す

（
左

地
図
参
照
）
。

自
転
車
利
用
者
は
、
市
営

無
料

駐
輪
場
ま

た
は
、
民
間
駐
輪
場
を

ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
駅
周
辺

の
放
置

禁
止
区

域
内

に
放

置
さ

れ
た

自
転

車
は

、

各

ぽ
転
車
保

管
所

に
移

送
保
管
し

ま
す

（
左
表
参
照
）
。

圈
安
全
課

登
3
6
6
・
7
4
3
9

返

還
日

お

よ

び

時

間

（
各

保

管
所

共

通

）

火

曜

日

・
木

曜

日

＝

午

後

４

時

～

８

時

土

曜

日

＝
午

前
1
0
時

～

午

後

２

時※
祝

日

お

よ

び
年

末

年

始

は

除

き

ま

す

。

引

き
取

り

に
必

要

な
も

の

住

所

お

よ

び
氏

名

を

証

明

す

る

も

の
（
命
勿
叶
証

・
健

康

保
険

証

等
）
　・

自

転
車

の

か

ぎ

苟

榛

簪
料

臼

転
車

二
千

円

３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
は
市
役
所
駐
車
場

は
大

変
混

雑
し
ま

す
。
市
役
所
へ

は
電

車
・

バ
ス
等
で
来
庁
ぐ

だ
さ
る
よ
う
、
皆

さ

ん
の

ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。

圜
管

財
課
庁
舎
管
理
係

公
3
6
6
・
7
3
1
6

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
で

「
時
代
を
育
む
文
化
・
教
育

環
境
の
創
造
」
の
事
業

創
造
性
に
富
み
、
人
間
性
豊
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
に

平成15年度

「
都
市
経
営
の
視
点
に
立
っ
た

行
財
政
運
営
」
の
事
業

市長室・発

No.102
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←

４
月
1
3
日
日
は

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

今
後
四
年
間
の
県
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。
み
ん
な
そ
ろ

つ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

國
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
登
3
6
6
・
7
3
8
6

］投
票
日
当
日
は
昌
一
・
7
2
2
2
）

朧
告
示
日

…
４
月
４
日

窗

麗
投
票
日

…
４
月
1
3日

㈲
　

’

圓
投
票
時
間
：
牛

前

７
時
～

午
後

８
時
驪
投
票
所
整
理
券
…
４
月

１
日

㈹

か
ら
各
世
帯
主

あ
て

に
、
三

つ
折

り
の
圧
着
（

ガ
キ
で
郵

送
す
る
予

定
で
す
。
裏
面

を
は
が
す

と
一
枚

の
（

ガ
キ
に
同

一
世

帯
の
四
人

ま

で

が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す

。
投

票

の
際
は
、
そ

れ
ぞ
れ
切
り

離
し

て

必
ず
本
人

が
お
持
ち
く

だ
さ

い
。

他
の
人

が
投
票
す

る
と
罰

せ
ら
れ

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
し

た
場

合
や
、
届

か
な
か

っ
た
場
合

で
も

「
選
挙
人
名

簿
に

登
録

さ
れ

た
人
」
で

あ
れ
ば
投

票

で
き
ま
す

の
で

、
投
票

の
際
に
係

員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

「
選
挙
権

未
来
を
決
め
る

切
符
だ
ね
」
千
葉
県
統

】
標
語

■

投

票

で

き

る

大

…

昭
和
5
8
年

４

月
1
4
日

ま

で

に

生

ま

れ

、
平

成
1
5

年

１

月

３

日

ま

で

に
松

戸

市

に

転

入

の
届

け

出

を

し

、
引

き
続

き

居

住

し

て

い

る
大

※
千

葉

県

外

に

転

出

し

た
人

は

投

票

で

き

ま

せ

ん

。

圖

県

内

に
転

出

入

し

た

人

の

投
票

▽
松

戸

市

に

転

入

平

成
1
5
年

１

月

４
日

以

降

に
県

内

の
他

の
市

区

町

村

か

ら

転

人

の

届

け

出

を

し

た

人

は

、
松

戸

市

で

発

行

す

る
居

住

証

明

書

を

持

参

す

れ

ば
前

住

所

地

で

投

票

で

き

る

場

合

が
あ

り

ま

す

の

で

、

前
住

所

地

の

選

挙

管

理

委

員

会

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

▽
松

戸

市

か

ら

転

出

松

戸

市

の
千

葉

県

議

会

議

員

一

般

選

挙

の
選

挙
人

名

簿

に

登
録

さ

れ

た

人

が

、

投
票

日

前

に

松

戸

市

か

ら

千

葉

県

内

の
他

の

市

区

町

村

に

転
出

し

た
場

合

は
、

次

の
方

法

で
投

票

が

で

き

ま

す

。

士

口
示

日

か

ら
投

票
日

前

日
ま

で

に
、

転

出

先

の
市

区

町

村

が
発

行

す

る

居

住

証

明

書

を

持
参

し

て

、

松

戸

市

の

不

在
者

投

擧
一
心
場

で

丕

仕
者

投

票

を

す

る
。

②

居

住

証

明

書

を

同

封

の
う

え

、
松

戸
市
選
挙

管
理
委

員
会
に
投
票
用

紙
を
請
求
し

、
投
票
用
紙
等

が
届

い
て

か
ら
転
出

先
の
選
挙
管
理
委

員
会

で
不

在
者
投
票
を
す
る
。

③
投
票
日

当
日

に
、
居
住
証
明
書

を
持
参
し

て
元

の
松
戸
市
の
住
所

地

の
投
票

所
で
投
章

て
る
。

■

不
在
者
投
票
…
投
票
日
当
日
に

冠
婚
葬
祭

な
ど
の
予

定
が
あ
る
人
、

ま
た
会
社

の
出
張

や
自
営
業
な
ど

仕
事

が
あ
る
人

、
あ
る

い
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
私

用
で

、
投

票
区

の
区

域
外
に

い
る

人

は
不

在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

不 在者 投票案 内

会場 市役所本館2階大会議室 市内全支所

期間 4/4R ～12 出

時間 午前8時30 分～午後8時

※不在者投票は、上記の期間（土・日曜日

を含む）毎日できます。

投票所 の場所が変わります

第28 投票所の「上矢切第3 町会公民館」が建て

替えにより移転したため､投票場所が変わります。

新しい上矢切第3 町会公民館の所在地は松戸市上

矢切1019 番地の１になります。投票の際にはお

罔違えのないようお願いします。

■投票場所変更の対象となる住所地は

上矢切9ﾜ5 番地～224「ｱ番地、上矢切2265 番地～

2626 番地、中矢切1 番地～122 番地

■

郵

便

投

票

…

身

体

に

一
定

の

障

害

を

お

持

ち

の

人

で

身

体

障

害

者

手

帳

ま

た

は

戦

傷

病

者

手
帳

等

の

交

付

を
受

け

、

自

書

で

き

る
人

は

郵

便

に

よ

る

投

票

が
で

き

る
場

合

が

あ

り
ま

す

。

詳

し

く

は

お
問

い

合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

■

選

挙

公

報

…

４

月
1
0
日

本

ま

で

に

、
朝

日

・
産

経

・
千

葉
日

報

・

巫

只

・
日

本

経

済

・
毎

日

・
読

売

の
各

紙

朝

刊

に

選

挙

公

報

を

折

り

込

む

予

定

で

す

。

各

支

所

・
市

民

セ

ン

タ

ー

に

も

用

意

し

ま

す

。

■

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ
：

市

ホ

ー
ム

ペ

ー

ジ

デ

ド

レ

ス

ー
面

右

上

参

照

）

に

、
千

葉

県

議

会

議

員

一

般
選

挙

に
関

す

る

情

報

を

提

供

し

て

い
ま

す

。

投
票

日
当

日

に

は

投
票

速

報

と

開

票

速

報

も

行

い
ま

す

。

■

開

票

…

午

後

９

時
1
0
分

か

ら

松

戸
運

動

公

園

体

育

館

で
即

日

開

票

し
ま

す

。

平

成
1
2
年

の

都
市

計
画

法

の

改

正

に

よ

り

、

す

べ
て

の
都
市

計
画

区

域

に

つ

い
て

、
都

道

府
県

が
「
都

市

計
画

区

域

の

整

備

、

開
発

及

び

保

全

の

方

針

」

を

策

定

す

る
こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

方

針

に

は

、

都
市

計

幽

の

目

標

、

土

地

利

用

や

都

市
施

設

の

整

備

な

ど

主
要

な

都

市

計
画

の

決

定

の

方

針

な

ど

を

定

め

る
こ

と

と

さ

れ

て

い
ま

す

。

こ

の

た

び
市

で

作

成

し

た
原

案

を

も

と

に

、
県

が
素

案
を
と

り

ま

と

め

ま

し

た

。

こ

の

素

案

の
縦

覧

と
公

聴

会

を

次

の
と

お
Ｉ

実
施

し

ま

す

。

ま

た

、

同

時

に

「
区

域

区

分

」

の

計

画

書

の
変

更

素

案

（
書

式

の

変

更

）
の
縦

覧

も

行

い

ま

す

。

施策展開を加速化する｢ 構造改革特区｣ の構想を
検討しています
構造改革特区は、本年4 月から導入される新しい制度です。認定を受けると、地域活

性化のために規制の特例措置を受け、構造改革を推進することができます。

こうした中 、現在、市では、各分野での施策展開を加速化する効果の高い特区の構想

匚ついて、検討しています。特例措置を活用した事業提案をお持ちの人は 、

市政策調整課までご連絡＜ださるようお願いします。

なお 、国の構造改革推進本部は、さらに民間等のアイディアを生かした

構造改革を進めるため､規制の特例措置に圉するアイディアを募集し ます。

｢提案｣ は､ 個人ならびに事業者が直接国に行うことができます。

詳細については、お問い合わせください。

【
素

案

の

縦

覧

】

４

月

４

凵

吻
～
1
8
日

吻

（
閉

庁

日

を

除

ぐ

）
、
午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時

（
県

都

市

政

策

課

は

午

前

９

時

～

午

後

５

時
）
　

縦

覧

場

所

市
都

市

計

画

課

・
県

都
市

政

策

課
　

縦

覧

内

容

松

戸

都
市

皿

團
区

域

の
整

備

、

開

発

及

び
保

全

の

方

針

・
区

域

区

分

（
計

画

書

の

書

式

変

更

）

▽

公

述

の

申

し

出

対

象

…

松

戸

市

に

住

所

の

あ

る
人

（
法

人

も

含

む

）

申

し

出

方

法
・：
４

月

４

日

吻

～
1
8

日

座

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、
公

述

申

出

書

（
市

都

市

計

画

課

に

あ

り

ま

す

）

に

意

見

の
要

旨

を
添

え

て

、

直

接

ま

た

は

郵

送

で

〒
2
7
1
－

※市ホームページにも掲載しています（http:// ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/) 。

圖市政策調整課（構造改革特区担当) O366-7072 、81366-1204

e-mail:msouaou@aioros.ocn.ne.jp

8
5
8
8

松

戸

市

役
所

都

市

計

画

課

（
新

館

九

階

）

へ

「
公

聴

会

」

５

月
2
4
日

出

午

後

２

時
3
0
分

か

ら

（
公

述
申

し

出

が

な

い
場

合

は

中

止
）
　

会
場

市
役

所

本

館

二

階

大

会

議

室

※
公

述

申

し
出

が
多

数

の

場

合

、

公

述
人

は
坦

心
と
な

り
ま

す
（
４

月
2
5
日

窗
午

後

２

時

か

ら

県

庁

七

階
都

市

部
会

議

室

で

実

施

）
。

※
公

聴

会

の
傍

聴

を

希

望

す

る

人

は

、
公

聴

会

の
当

日

に

直

接

会

場

へ

（
先

着

順

に
受

け

付

け

）

固

市

都

市

計

画

課

公
3
6
6・
７

３

７

２

、

県

都

市

政
策

課

ｓ
0
4
3・
2
2
3・

3
1
6
1

身

体

障

害

者

・

知

的

障

害

者

（
十

八

歳

以

上

の

人

）
の

助

成

制

度

が

一

部

変

わ

り

ま

す

４
月

１

囗

か

ら

、

十
八

歳
以

上

の
身

体

障

害

者

お

よ

び

知

的

障
害

者

へ

の
助

成

制

度

が

一
部

変

わ
り

次

の
と

お
り

と

な

り

ま

す

。

助

成

が

廃
止

と

な

る

事

業
：

个

更

生

医

療

目
己

負

担

金

助

成

図
施

設

入

所

負

担

金

助

成

助

成

額

が

二
分

の

一

に

変

更

と

な

る
惠

業

…

①
補

装
具

自

己

負

担

金

助

成

②
日

常

生

活

用

具

自

己

負

担

金

助

成

圖

障

害

倔
祉
課

昔
3
6
6・
7
3
4
8

松

戸

市

俳

句

大

会

作

品

を

募

集

大

会
日

時

７
月
2
1
日

睨

会

場

市

民

劇
場
　

選

者

今

瀬
剛

一

氏

・

櫂
未

知
子

氏

・
伊

藤

伊

那

男

氏

募

集

作

品

雑

詠
二

句

一

組

（
未

発

表

の

も

の

に

限

る

）
　

表

彰

市

長

賞

・

議
長

賞

・
教

育
長

賞

等

費

用

一

組
千

円

※
出

句

用

紙

は

社
会

教

育

課

・
各

支

所

・
市

民

会
館

・
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

っ

ど

・
勤

労

会

館

・
各

市

民

セ

ン

タ

ー

の

窓

口

に

置

い
て

あ

り

ま

す

。

圃

５

月
1
0
日

出

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、
費

用

（
定

額
小

為

替

・
現

金

書

留

等

。

切

手
不

可

）

を
同

封

し

て

、

〒
2
7
0
－
2
2
9
1

松

戸

南

郵

便

局

私

書

箱

第

九
号

松

戸
市

俳

句

連
盟

事

務

局

（
大

井

登
3
6
3・

３

１

８
ｒａ

）
　へ

市

制

施

行
6
0
周

年

記

念

松

戸

市

美

術

展

覧

会

（

公

募

展

）

作

品

を

募

集

搬

入

日

時

６

月

７
日

出

午

後

１

時

～

４

時
　

会
場

文
化

ホ

ー

ル

対

象

十

六

歳

以

上

の
市

回

仕
住

・

在

勤

・
在

学

の
人

、
市

内
美

術

サ

ー

ク
ル

会

員

・
市

内
出

身
者

部

門

日

本

画

・
洋

画

・
彫

刻
　

規

格

日

本

画

・
洋

画

＝
M
1
0
号

（
五

十

三

竹

×
三

十

三

・
四

竹
）
以

上
F

5
0号

（
百

十

六

・
七

竹

×

九

十

一

竹
）

ま

で

、

彫

刻

＝
等

身

大

以
内

出

品

占
薮

各

部
門

一
人

一

点
　

費

用

二

千

円

（
高

校

生

は
千

円

）

※
作

品

に

は
所

定

の
出

品

申

込

書

を

添

付

。
絵

画

は

す

べ

て

額

装

。

額

つ
口

金
具

・
ひ

も

を
付

け

る

。

ガ
ラ
ス

使
用

の
額

縁

位
不
可

テ

グ
リ

ル

板

は
可

）
。

圜

社

会

教

育

課

市

民

文

化

係

登
3
6
6

・
７

４

八
‥〉り乙

「

心

配

ご

と

相

談

」
の

相

談

日

と

会

場

が

変

わ

り

ま

す

こ

れ
ま

で

市

内
七

会

場

で

開

設

し

て

い
た

心

配

ご
と

相

談
所

が
、

４

月

１

日

か
ら

次

の
と

お

り

変

更

し

実

施

と

な

り

ま

す

。

相

談

日

時

毎

週

火

・
木

曜

日

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

（
祝
日

・
年

末

年

始

を

除

ぐ

）
　

会

場
松

戸
市

社

会

福

祉

協

議

会

相

談

コ

ー

ナ

ー

王

矢

切

二

九
九

の
一

総
合

備
祉
会

館

内

）

圜

松

戸

市

社

会

福

祉

協

議

会

容
3
6
5

・
4
7
1
3

市

制
6
0
周

年

記

念

缶

ビ

ー

ル

を

発

売

サ

ッ

ポ
ロ

ビ

ー
ル

㈱
で

は

、
松

戸

市

制

施

行
6
0
周

年

に

ち

な

み

還

暦

を

祟

つ
記

念

缶

ビ

ー
ル

（
3
5
0、リ
バ
入

り

）
を

限

定

製

造

し

、

市

内

の
小

売

店

を

中

心

に

販

売

し

ま

す

。

缶

の

デ

ザ
イ

ン

に

は

、
市

内

在

住

の
切

り

絵

作

家

・
塩

谷

良

二

氏

の

「
矢

切

の
渡

し

」

を

使

用

し

て

い
ま

す

。

発

売

開

始

日

３

月
2
6
日

水

圖

商
工

観

光

課

’一一
3
6
6
・
7
3
2
7

お酒は20歳になってから

松
戸
都
市
計
画
の
素
案
縦
覧
と
公
聴
会
の
開
催 ｢構造改革特区｣ とは、地域の特性に応じて、規制の特例を導入する特定の区域を設け、当該地域

での構造改革を実施する制度です。

不在者投票は､上記のいずれの会場でもできます



「
し

ご
と
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
募
集
し
ま
す

女
性

が
仕

事
を

続
け
た
り
再

就

職
す

る
こ

と
は
な
か
な
か
大
変
で

す

。
そ

ん
な
と
き
、
気
軽
に
相
談

し

た
り

情
釐

父
換
で
き
る
人
が

い

る
と
い
い
な
と
思

っ
た
こ
と
は
あ

り

ま
せ

ん
か
。
働
き
た

い
女
性
を

応
援
す

る
「
し

ご
と
サ

ポ
ー
ト

ボ
女性センターで行われた栗原知女

さんの講座風景

ラ

ン

テ
ィ

ア
」

を

募

集

し

ま

す

。

1
5年

度

は
準
備

の
た

め

の
学

習
（
下

表

養
成

講

座

参

照

）
と

仲

間

作

り

、

活
勤

は
1
6
年
度

以
降

と

な
ひ

ま

す

。

対

象

…

仕
事

を

し

た

経

験

を

地

域

で

生

か

し
て

活

動

し

た

い
人

・
す

ぐ

に

働

く

っ

も

り

は

な

い
け

れ
ど

何

年

か

後

に

働

き

た

い
人

・
キ

ャ

リ

ア

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ
に

興

味

の

あ

る
人

等

活

動

内

容
・：

ゆ
う

ま

つ

ど

し

ご
と

サ

ポ

ー

ト

コ

ー
ナ

ー
で

の
情

報

提

供

、

就

労

支

援

講

座

の

企

画

・
運

営

な

ど

圃

電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

＆
3
6
4・

8
7
7
8

へ

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す

４
月

１
日
か
ら
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利

用
の
仕
方
が
現
在

の

措

置
制

度
か
ら
支
援
費
制
度
へ
変

わ
り

ま
す
。

支
援
費
制
度
は
、
利
用
者

（
障

害

の
あ

る
人
）
が
、
自
ら
サ

ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
施
設
や
事
業
者
を
選

び
、
契

約
を
結
ん
で
サ
ー

ビ
ス
を

利

用
す
る
制
度
で
す
。

対

象
と
な

る
人

身
体
障
害
者

・
知
的
障
害
者

・

障
害
児

（
障
害
の
あ

る
十
八
歳
ま

で
の
児

童
）

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す

る
に
は

支
援
費
制
度
の
サ

ー
ビ
ス
を
利

用

す
る
に
は
、
市
（
障
害
福
祉
課
）

に
申
し

込
み
、
支
援
費
の

「
支
給

決

定
」

を
受

け

る
必
要
が
あ
り
ま

す

。現
在

、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
人
お
よ
び
４
月
以
降
に
在

宅
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
予

定
の
人
は
、

３
月

中
に
支
給
決
定
を
受
け
て
お

く

必
要

が
あ
り
ま
す
。

な

お

、

現

在

施

設

サ

ー

ビ

ス
を

受

け

て

い
る

人

は

、

平

成
1
6
年

３

月
3
1
囗

ま

で

に

、

支

給

決

定

を
受

け

る
こ

と

に

な

り

ま

す

。

圖

障

害

備
祉

課

容
3
6
6・
7
3
4
8

支援賈制度の対象となるサービスは、在宅で受けられるサー

ビスと施設を利用するサービスに分けられます。

■施設サービス(施設訓練等支援)

療護施設(身体障害者のみ)、更生施設､ 授産施設( 小規模通

所授産は除く)、通勤寮( 知的障害者のみ)、国立コロニー( 知

的障害者のみ)

■ 在宅サービス(居宅生活支援)

ホームヘルプサービス(ガイドヘルプを含む)､デイサービス、

短期入所(ショートステイ)､グループホーム( 知的障害者のみ)

｢しごとサポートボランティア｣ 養成講座( 準備のための学習会)

会場女性センター

ゆうまつど　 講師栗

原知女さん（ライタ

ー・中級産業カウン

セラー）　定員先着

30人　費用無料

※保育あリ

日　　時 内　　　容

5/ 9 ㈲ 午

前

10

時
～

午

後

３

時

説明会

23㈲ 女性の仕事をめぐる状況

6/ 6 廊 こうすれば働ける！

20㈲ こんな支援がほしい！

7/ 4 働 半 ヤ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ っ て 何 ？

8月には施設見学を実施します。

見学先女性と仕事の未来館(東京都港区芝)

外国人のための相談窓口4月からタガログ語もOK

「日常生活の悩みをお国言葉でスムーズに相談し よう」と、市内在住の外国人

のための相談窓口を開設しています。皆さんのお近＜に困っている人がいまし た

ら 、ぜひ教えてあげてく ださい。また 、外国人相談は 、市在住外国人の人口構成

の変化に対応して見直し 、4月から英語 、スペイン語、中国語に加えタガログ 語で

の相談を行います。ポルトガル語の相談は終了し ます。

なお 、相談 囗には電話による相談もできます。
国

民

健

康

保

険

は

り

、

き

ゅ

う

、

あ

ん

摩

等

施

術

利

用

券

の

交

付

対
象

者
…
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
満
四
十
五
歳
以
上
の
人

と
、
身
障
者
手
帳

・
療
養
手
帳
の

交
付
を
受
け
て

い
る
人

発
行
場
所
・
：
保
険
課

・
各
支
所

受
付

り
・・
３
月
2
5日

㈹
か
ら
平
成

1
5年
度
分

の
配
布
を
行

い
ま
す
。

栫
蔘

す

る
も
の
・：
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
退
職

被
保
険
者
証
）

・
印
鑑

※
利
用
券

の
申
請
は
年
間
一
人
一

回
で
す
。
交
付

枚
数
は
月
に
二

枚
と
し
、
年
間
量

咼
二
十
四
枚

で
す
。

※
利
用
券
は
市
指

定
の
施
術
所
で
、

一
日
に
一
枚
の
み
使
用
で
き
、

一
回
八
百
円

の
補
助
で
す
。

回
保
険
課
資
格
給
付
係

容
3
6
6
・
７

相談専用電話登366-1162

相談日…毎月第2・4火曜日（祝日を除＜）、午前9時～正午

がいし:Ｊう　しゃくしＪほんかん かいしみんそうだんか会場…市役所本館2 階市民相談課

相談内容…日常生活における諸問題

取扱言語…英語・中国語・スペイン語・タガログ語

費用…無料

固市民相談課登366-ﾜ319

鬪保険課c366 -ﾜ353４月から国民健康保険が変わります

乳幼児医療費助成制度の現物支給に伴い、下記のとおり変更になります。

４月診療から

保険証（国民健康保険以外の保険も含む）と乳幼

児医療受給券の提示により

無料または200 円（ｲ呆険診療外等は除く）

３月診療まで

国民健康保険証の提示により

無料（保険診療外等は除＜）

平

成

１５
年

度

※乳幼児医療受給券の交付には、児童福祉課(市役所新館3階、S366-ﾜ34ﾜ) に申請が必要です。

退職被保険者本人と被扶養者の自己負担割合が下記のとおリ変わります。

4月診療から

すべて　3割

３月診療まで

本　　人＝入院2 割　外来2 割

被扶養者＝入院2害［ 外来3 割

70 歳になると高齢者受給証が交付されます（平成14 年10 月から）

国民健康保険加入者で70 歳（昭和（7年10 月以降に生まれた人）になられた人に、国民健康保険

高齢者受給者証を交付します。国民健康保険証と受給者証の提示により 、医療機関窓口での自己

負担割合は1割（一定所得者は2 割）となります。

計

量

器

定

期

検

査

平

成
1
5年

度
の
は
か
り

の
検
査

を
下

表
の
日
程
で
行

い
ま
す

。
商

取

引
・
証
明

用
の
は
か
り
は
必
ず

受

検
を
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
家
庭
用
は
か
り

（
ヘ
ル

ス
メ
ー
タ
ー

・
キ

ッ
チ

ン
ス
ケ
ー

ル
な
ど
）
も
同
時
に
実
施
し
無
料

で
検
査
し
ま
す
の
で
、
希
望
す

る

人

は
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
地
域
郵
便
番
号
２
７
１

の

地
区

お
よ
び
稔
台

・
和
名

ケ
谷

・

紙
敷

二
咼
塚
新
田

・
秋
山

・
大
橋

・
仲
井
町
一
圭

二
丁

目
、
松

戸
新

田

・
野
菊
野
地
区

持
ち
耡
褪

用

中
の
は
か
り

・
申
ｔ
聖

？

手
数
料

圖
消

費
生
活
課
計
量
係

登
3
6
6
・
７

計量器定期検査日程表

月 期　　日 検　査　会　場

4月
8㈹・9㈲・10困 和名 ケ 谷 ス ポ ー ツ セ ン タ 一

15 叫 ・16 栄 一17 ㈹ ・18 ㈲ 総合福祉会館

5月
7㈲・8㈹ 馬橋市民センター

13(火)・14 ㈲ 古ケ崎市民センター

7月
1㈹・2㈲・3(徇 市役所計量検査室

23圉・24 圉 松戸運動公園体育館

再

生

自

転

車

を

販

売

４

月

５

日

出

～

７

日

非

午

前
1
0

時

～

午

後

３

時
　

会

場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

販

売
台

数

三

十

台

（
売

り

切

れ

次

第

終

了

）
　

価

格

五
千

～

九

千

円
（
消

費

税
込

み

、

防

犯

登

録

付

き

）
　

交

通

五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ
ス

乗

車

、「
新

栄

町

入

口

」

下

車

圜

冊

松
戸

市

シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ
１

登
3
8
4・
3
1
9
1

植

木

の

剪

定
（

せ

ん

て

い

）

４

月

か

ら

６

月

ま

で

の
植

木

の

一
緊

疋
・
枝

お

ろ

し

・
刈

り

込

み

の

予

約

を

受

け

付

け

ま

す

。

※
費

用

毬

麌

疋
・
枝

お

ろ
し

・
刈

り

込

み

等

の
作

業

内

容

に
よ

り

積

算

し

ま

す

の
で

、

ご

相
談

く

だ

さ

い

。

※
一
麌

疋
ご
み

処

分

料

は
五

千

円

か

ら

受

け

付

け

ま

す

。

※
定

数

に

な
り

次
第

締

め
切

り

ま

す

（
月

百

件

程
度

）
。

匣

旻

削
８

時
3
0
分

か
ら

、
電

話

で

シ
ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー

公
3
8
4・

3
1
9
1

へ

文

化

ホ

ー

ル

の

使

用

受

け

付

け

４
月

９
日

圉

午
前
1
0
時
3
0
分

か

ら
　

会
場

文
化

ホ

ー

ル
　

内

容

７

月

１
日

㈹
～

９
月
2
8
口

襾

持

ち

物

使
用

料

・
社

会

教

育

関

係
団

体

登
録

証

（
該
当

団

体

の
み

）

固

文

化

ホ

ー
ル

登
3
6
7・
7
8
1
0

時間午前10 時～正午 、午後1 眄～3 賍

事

業

主

の

皆

さ

ん

へ

「

労

働

保

険

料

の

申

告

・

納

付

」

は

お

早

め

に

労

働
者

災
害

補

償

保

険

と

雇

用

保

険

の
保

険

料

の
平

成
1
4
年

度

分

確

定
4
1
告

と
平

成
1
5
年

度

概
算

申

告

を
行

う

「
年

度
更

新

」

の
手

続

期

間

は

、

４
月

１
日

㈹

か

ら

５

月

2
0日

㈹

ま

で

で

す

。

お

近

く

の

銀

行

や
郵

便

局

な

ど

を

通

じ

て

お

早

め

に
手

続

き
し

て

く

だ

さ

い
。

圖

千

葉

労

働

局

総

務

部

労

働
保

険

徴

収

課
a
0
4
3・
2
2
1・
4
3
1
7

と

う

も

ろ

こ

し

農

園

オ

ー

ナ

ー

を

募

集

期

間

種
ま

き

（
４
月

下

旬

）

か

ら

収

穫

（
７
月

中

旬

）

ま

で
　

地

区

・
予

想

収

管

菫
大
金

平

（
二

十

本

程

度

）
、

大
橋

（
三

十

本

程

度

）

区

画

て
つ
ね

（
約

十
～

十
五

片
）

費

用

一
区

両

三

千

円

※
予

想

収

穫

量

は

品
種

が
違

う

た

め
異

な
り

ま

す

の

で

、

ご

了

承

く

だ

さ

い

。

圃

４

月

４

日

窗
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ
キ

に
希

望

地
区

・
区

画

数

・

住

所

・
氏

名

（
フ

リ

ガ

ナ

）
　・
電

話

番

号

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8

5
8
8

松

戸

市

役

所

農

政

課

内

松

戸

市

都
市

農

業

振

興

協

議

会

と

う

も

ろ

こ
し

係

（

昔
3
6
6・
7
3
2

8
）

へ

高

等

学

校

修

学

資

金

・

松

本

清

奨

学

金

を

受

け

付

け

ま

す

資

格

①
経

済

的

理

由

で

児

童

を

高

等

学

校

等

に

修

学

さ

せ

る

こ

と

が

困

難

な
保

護
者

⑦
保

護

者

と

児

童

が
引

き
続

き

一

年

以

上

市

内

に

居

住

し

て

い
る

②
成

績

良

好

で

健

車

巾
学

校

教

育
法

に

よ

る

高

等

学

校

等

（
高
等

学

校

・
高

等

専

門

学

校

こ

目
学

校

・
ろ
ヶ

学

校

・
養

護

学

校

の

高
等

部

・
学

校

法

人

の
殷

殷

す

る

専

修

学

校

の
高

等

課

程

）

に

在

学

し

て

い
る

⑤
法

令

そ

の
他

に

よ
り

、

類

似

の

学

資

給

付

を

受

け

て

い
な

い
　

支

給

月

額

公

立

＝

九

壬

二
百

円

（

∇

二

年

生

）
　・

九
千

円

（
三

年

生

）
、

私

立

＝

一

万

五
千

円

※

現
在

受

給

し

て

い

る
人

も

再

度

申
請

が
必
要

で

す

。

※

申
請

し

た

月

か

ら

給

付

対

象

と

な

け

ま

す

。

※

申
ｔ
蠻

に
は

児

童

福

祉

課

・
市

民

課

・
各

支

所

に

あ

り

ま

す

。

圃
一

年

間
（
４

月

～
1
6
年

３

月

分

）

受

給
希

望

の

人

は

、

４

月

１

日

天

～
3
0
日

天

（
土

・
日

曜

日

、

祝

日

を

除
ぐ

）

の

間

に

、

直

接

児

童

福

祉

課

（
市

役

所

新

館

三

階
、

昔
3
6
6

・
7
3
4
7

）
　へ

働
き
た
い
女
性
を
応
援

対象となるサービス

退職者医療制度の負担割合が変わります

O歳児医療費助成



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

講
座
・
講
演

【
】
国

内

鉄

道

旅

行

初

級

講

座

４

月

２
日

～
2
3
日

の
水

曜

日
〔
全

四

回

〕
①

午
後

３

時

～

５

時

②

干

後

７

時
～

９

時

会

場

松

戸

ま

ち

づ
く

旦

父
流

室

テ

ン

ト

小

屋
　

内

容

時

刻
表

の

引

き

方

や

切

符

の
買

い
方

と
使

い
方

の
コ

ツ
等

定

員

各

先

着

十

五

人
　

費

用

二

千

四

百

円圃

電

話
ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人
交

通

文

化

連

盟

昔
3
6
8・
2

7
2
0

へ

［
］
森

林

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

の

「

森

と

植

物

に

親

し

む

講

座

」

説

明

会

４

月

６
日

収

午

後

５

時
3
0
分

～

９

時

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

森

や
公

園

め
ぐ

り

の

中

で

森

と

植

物

の

知

識

と

自

然

の
め

ぐ

み

の
体

験

学

習

等

対

象

六

十

歳

未

満

の
人
　

定

員

先

着

三

十

人

巷
用

無

料

圖

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

登
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

■
「
毎
月
第
三
木
曜
日
は
普

通
救
命
講
習
の
日
」
(
応
急
手

当
の
基
本
コ
ー
ス
)

毎

月

第

三

木

曜

日

ま

圓
９

時

～

正

午
　

会

場

消

防

局

五

階

講

堂

内

容

成

人

へ

の
心

肺

蘇

生
法

、
止

血

法

定

員

各

先

着

五

十
人

費

用

無

料

※

講

習

修

了

者

に

は
、

普

通

救

命

講

習

修

了

証

を

交

付

し

ま

す

。

※

奇

数

月

は

、
一

時
保

育

あ

り
〔
開

催

日

の

十
日

蘿

ま
で
に

要

予

約

、

一
歳

十
ヵ

月

以

上

就
堡

圍
ま

で
、

費

用

は

一

人

二

百

円

（
お

や

つ

代

）
〕

圃

４

月

７

日

非

以

降

通

年

の
月

曜

日

ぐ
金

曜

日
（
祝

日

を

除

ぐ

）
ま

で

の

午

前

９

時

～

午

後

５

時

ま

で

の

間

に

、

電

話

で

消

防
局

救

急

防

災

課

指

導

担

当

登
3
6
3・
1
1
1
6

へ

【

】
社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

４

月

９

日

～

６

月
2
5
日

の

毎

週

水

曜

日

「
全

十
二

回
匸

山
午

後

６

時
1
5
分

～

７

時
3
0
分

②

午
後

７

時

4
0分

～

８
時
‐‐
」Ｊ
分

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

初
級

・
中

級

＝

ワ

ル

ツ

ー
タ

ン

ゴ

ー
ル

ン

バ

曹
用

一
万

円
（
教

材

費

無

料

）

固

松

戸

ア

マ
チ

ュ

ア

ダ

ン

ス

・
鶴

丸

霓

匹
・
1
5
6
9

【
】
新

松

戸

馬

橋

吟

道

会

無

料

講

習

会

４
月

５
日

～
2
6
日

の

毎

週

土

曜

日

〔
全

四

回

〕

午

前
1
0
時
1
0
分

～

正

午

会

場

馬

橋

東

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

漢

詩

・
短

歌

等

初

心

者

向

け

の

指
導

圖

新

恰

尸
馬

橋
吟

道

会

・
大

沢

登

3
4
5・0
3
2
9

「
」
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

４
月

３
口
‥
～

５

月
2
9
日

の
毎

週

木

曜

日

〔
５

月

１

日

を

除

ぐ

、
全

八

回

〕

午

後

７

時

～

８

時
3
0
分

会

場
ハ

ケ

崎

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

千

円

（
テ

キ

ス

ト

代

）

圜

舞

踏

会

・
福

原

昔
0
9
0・
1
5
4

0乙
・
［
ａ
ｎ
ぴ
４

０

［

］
詩

吟

無

料

講

習

会

４

月

３

日

～
2
4
日

の

毎

週

木

曜

日

〔
全

四

回
し

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

稔
台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

漢

詩

・
短

歌

・
俳

句

・
現

代

詩

・

歌

謡

入

り

吟

詠

一

新

松

戸

吟

道

会

・
荻

谷
－
‥一
3
6
8
・

［

］
市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

講

座

講

習

会

＝

５

月
1
5
日

・
2
2
日

の
木

曜

日

午

後

７

時

～

９

時
　

会

場

市

民

会

館

実

践

登

山

＝
５

月
2
5
日

㈲
　

コ

ー

ス
長

野
県

菅

壬

咼
原

百

名

山

陣
砂

山

と

花

の
百

名

山

袮

ぞ

岳

春
用

九
千

五

百

円

（
貸

切

バ

ス

・
受

講

料

・
保

険

料

を

含

む

）

圃

４
月
1
5
日

㈹
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・

電

話

番

号

を

記

人

し

て

、

〒
2
7
0
1

0
0
0
5

松

戸

市

大

谷

口

二

八

八

の

一

六
　

松

戸

山

の
会

・
清

水
多

美

子

（

昔
3
4
3・
5
3
0
7

）

へ

［

］
煎

茶

道

体

験

入

門

４

月

９

日

～
2
3
口

の
毎

週

水

曜

日

〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

小
金

原

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

東

阿

部

流
玉

霰

を

使

っ
た

お

い

し

い
お

茶

の

入

れ

方

と

た

し

な
み

方
　

費

用

三

千

円

（
水

屋

料

を
含

む
）
甼

少
金
原

前
茶

サ

ー

ク

ル

・
加

藤

昔
3
4
8・
ｏ

り
亠ｏ
Ｊ
り
亠

［

］
ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

①

４

月

６

日

～

８

月
3
1
日

の
月

三

回

日

曜

日

②

４

月
1
0
日

～

８
月

2
8日

の

月

三

回

木

曜

日

午

後

３

時

～

５

時

〔
各

全

十

五

回

〕
　

会

場

子

小
金

北

市

民

セ

ン

タ

ー

②
稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

カ

ン

ト

リ

ー

ミ

ュ

ー
ジ

ッ

ク

に
合

わ
せ

る

ダ

ン

ス
　

費

用

五

千

円

※

無

料

体

験

会

を

３

月
2
7
日

水

午

後

３

時

～

５

時

に

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
で

行

い
ま

す

。

固

松

戸

ス

ク

エ
ア

ダ
ン

ス

協

会

・

石

井

登
3
6
4・
4
7
3
9

［
］
昭

和

学

院

短

期

大

学

「

司

書

教

論

講

座

」

４

月
1
9
日

か

ら

の

原
則

と
し

て

学

期

中

の
土

曜

日
〔
全
三

十
五

回
〕

午

後

１
時

～

５

時

会

場

昭
和

学

院

短

期

大

学

図

書

館

（
市

川

市

）

内

容
「

学

校
図

書

館
司

書

教

論

」
の

講

座

（
資

格

取

得

も
可

）
　

対

象

教

員

免

許

所

持

者
　

費

用
二

万

五

千

円

（
別

途

テ

キ

ス

ト
代

実

費

）

※
説

明

会

を

４

月

５

口

出

生

回
1
0

時

か
ら

行

い

ま

す

。

匣

電

話

で

昭
和

学

院

短

期

大

学

図

書

館
｛
‥一
3
2
4
・
7
1
1
5

へ

［
］
手

ひ

ね

り

陶

芸

入

門

講

座

５
月

８

日

～

６

月
1
2
囗

の

毎

週

木

曜

日

〔
全

六

回

〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

矢

切

公

民

館

内

容

楽

焼
　

定

員

三

十

人

（
抽

選

）

費
用

七
千

円

（
材

料

費

を

含

む

）

匣

４

月
1
0
日

本

ま

で

に

、
（

ガ
キ

に

住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

〒
ｍ
一
－
2
2
5

1
松

戸
市

金

ケ

作

二

八

一
　

山

下

一

歩
（

≪
3
8
4・
3
6
4
5

）

へ

【

】
春

の

観

察

・

学

習

会

「

残

し

た

い

松

戸

の

樹

林

①

」

４

月
1
3
日

㈲

午

前

９

時
3
0
分

松

戸
駅

東

囗

デ
ッ
キ

集

合

♀

後

２

時

解
散

予

定
）
　
コ

ー
ス
千

葉
大

南
口

～

浅

間

神

社

～

矢

切

の
斜

面

林

の

観

察

後

、

公

民

館

で

松

戸

の

緑

に

つ

い
て

の

学

習

会
　

費

用

三
百

円

固

緑

の
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
ま

っ

ど

・

渋

谷

昔
3
4
8・
7
9
7
7

（
夜

間

の

み

）

［

］
タ

ウ

ン

カ

レ

ッ

ジ

「

葛

飾

の

春

の

万

葉

の

草

花

」

４

月

３

日

困

午
前
1
0
時

～
正

午

会

場

松

戸

ま

ち

づ
く

旦

父
流

室

テ

ン

ト

小

屋
　

内

容

万

葉

集

の
中

の

春

の
草

花

か
ら

万

葉

人

の
生

活

を

知

る
　

定

員
先

着
十

五

人
　

持

ち

物

筆

記

用

具
　

費

用

五

百

円

圃

電

話

ま

た

は

フ
ァ

ク

ス
で

、

ま

ち

づ
く

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

セ
レ

ガ

登
隰
3
6
6

・
8
8
0
3

へ

【

】
女

性

プ

ロ

に

よ

る

ク

イ

ッ

ク

中

級

講

習

会

４

月

４

日

～
2
5
日

の
毎

週

金

曜

日

〔
全
四

回

〕

午

後

７

時

～

９

時

会

場

柿

ノ

木

台
公

園

体

育
館
　

内

容

社

交

ダ
ン

ス

の

ベ

ー

シ

ッ

ク
中

心

の

パ

ー
テ

ィ

ー

ダ
ン

ス
　

対

象

初

級

・
中

級

の

人
　

費

用

三

千

円

固

ダ
ン

ス

サ

ー

ク

ル

い
ち

ご

・
長

峰

登
3
6
5・
8
4
9
0

（
夜

間

の
み

）

「
」
洋

裁

製

図

講

習

４

月

４
日

・
1
8
囗

の

金

曜

日

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

ぽ

分

の

原

型

作

り

か

ら
チ

ッ

ク

柄

合

わ

せ

ま

で

を

初

歩

か
ら

プ

ロ

級

ま

で

費

用

一

回
四

百

円
（
教

材

費

は

別

）

圃

電

話

で

松

戸

ホ

ビ

ー
サ

ー

ク
ル

・
加

膝

登
3
6
2・
7
4
0
3

へ
　（
夜

間

の
み

）

「

」
ミ

ニ

箏

無

料

体

験

教

室

４

月

２

日

・
９

日

の

水
曜

日

午

後

１

時
～

４

時
　

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー・
別

館
　

内

容

や

さ

し

い
曲

を

弾

く

固

松

本

音
3
6
3・
4
0
3
1

松戸 ＩＴボランティアの会講座

コース名 日　時 会場 内　容 定員 持ち物/費用

エ ク セ ル 初 級

講 座

4/1 ・8 ・15 の火

曜日[ 全3 回〕午 前

10時30 分～正 午

文
化

ホー

ル
ー

丁

講

座
室

（松

戸
ビ
ル

ヂ
ン

ヅ

四
階

）

簡単な 表を作り

ながらエ クセ ル

の基本 を学ぶ 先

着

八

人

筆 記用 具72,000 円

仔 ホスト 代を 含む）

メ ー ル を は じ

め よ う 講 座

4/2 困 午前10 時

30 分 ～ 正 午

メール の送受 信

等の基 本を学 ぶ

筆 記 用 具/500 円

仔 半スト 代を 含む）

ワ ー ド で 名 刺

を 作 ろ う

4/3 困 午前10 時

30 分～ 正 午

オ リ ジ ナ ル 名

刺 をｲ乍る
筆 記用 具/800 円

圃3月25日(火)午前9時から､電話で松戸T ボランティアの会昔36ワー8889 へ

４

月
1
6
日

～

７

月

９

日

の
毎

週

水

曜

日
〔
４

月
3
0
日

を

除
ぐ

、
全

十

二

回

〕

午

後

６

時
3
0
分

～

８

時
3
0

分

会

場

勤

労

会

館

内

容

ス

ト

レ

ッ

チ

運

動

・

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

運

動

・
リ

ラ

ッ

ク

ス

ス

ト
レ

ッ
チ

等

対

象

車

内
在

住

・
在

勤

の
勤

労

者

定

員

五

十

人
（
抽

選

）
　
費

用

無

料

圃

４

月

４

日

脂

〔
消

印
有

効
〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

・
勤

務

先

・
講

座

名

を
記

入

し

て

、

干
2
7
1
－

8
5
8
8

价

尸
市

役
所

商
工

観

光

課

労

政

係
（

容
3
6
6・
7
3
2
7

）
へ

【

】
杖

道

無

料

講

習

会

４

月
1
3
日

・
2
0
日

・
2
7
日

の

口

曜

日

午

前

９

時
3
0
分

～

］Ｈ
時
3
0
分

会

場

幸
谷

小

学

校
体

育

館

固

田

中

公
3
4
2・
8
8
3
9

■
ふ
れ
あ
い
2
2
（
健
康
福
祉

海
関
）
臨
時
職
員
[
登
録
制
]

を
募
集
臨

時

職

員

と

し

て

登

録

し

、

必

要

が
生
じ

た
場

合
に

連

絡
し

ま

す

。

職

種

保
育

士

・
看

護

師

・
保

健

師

・
作

業

療

法

士

・
理

学

療
法

士

・
心

理

士

（
児

童

の

療

育

経

験

の

あ

る
人

）
　

勤

務

時

間

月

～

金

曜

日

の
午

前

８

時
3
0
分
～

午

後

５

時

の
問

で

三

時

間

以

上

働

け

る

人

※
市

内

の
医

療

機

関

に

勤

務

す

る

人

は

ご

遠
慮

ぐ

だ

さ

い
。

圃

電

話

で

健

康

福

祉

会

館

昔
3
8
3・

0
0
2
2

へ

［

］
「
1
0
0文

字

の

手

紙

コ

ン

ク

ー

ル

」

作

品

を

募

集

テ

ー

マ

「
愛

」

に

つ

い
て

匣

４

月
3
0
日

水

ま

で

に

、

専

用

応

募

坩

紙
ま
た

は
官

製
（

ガ
キ

に
「
愛

」

に

つ

い
て

表

現

し

た

百
文

字

程

度

（
百

二

十

字

以
内

）
の
手

紙
文

・
住

所

・
氏

名
（
ふ

り

が
な

）
・
年

齢

・

松戸商工会議所パソコン教室（耳月～5 月教室）

コース名 日　聘 費用 Ｏ 　内は会員
イ
ン

ター

ネ

ッ

ト

活

用
講

習

電 子 メ ール 送 受 信 （ 匚メ ー

ル の 基 本 か ら フ ァ イ ル 添 付

の 方 法 ま で）

4/21 ㈲､5/24 圉 〔い ず れ

か1 日 ］ 午 前10 時 ～ 午 後

ら時 ス000 円(9,000 円 ）

（テキ スト 代 別1,000 円 ）ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 基 礎 （フ

ロ ン ト ペ ー ジ を 使 用し 、 基

本 から 写 真 一地 図 の 掲 載 等 ）

4/23 ㈲､5/27' ㈹ 〔い ず れ

か1 日 ］ 午 前10 時 ～ 午 後

5 時

電 子 決 済 ・ 署 名 （受 発 注 デ

ー タ 受 け 渡 し か ら 電 子 決 済

方 法 等 ）

5/29 ㈲ 午 後1 時30 分 ～3

時30 分

4,000 円(3,000 円 ）

子 牛 スト 代 別1,000 円 ）

パ

ソ

コ

ン

体

験

教

室

超 初 心 者 コ ー ス （ パ ソ コ ン

を は じ め て 触 れる 人 に 電 源

の 入 れ 方 か ら ）

4/8W ・10（札5/6 ㈲ ・9

廊 〔い ず れ か1 日 ］ 午 後

IE持30 分 ～3 時30 分

3,000 円 （2,000 円 ）

子 牛 ス ト 代 を 含 む）

初 心 者 コ ー ス （ウ ィ ン ド ウ

ズ2000 の 基 本 操 作 か ら 簡

単な イ ン タ ー ネ ット 体 験 ）

4/15i 因 ・17 休）、5/13 ㈹

・16 廊 〔い ず れ か1 日 〕

午 後1 時30 分 ～4 時30 分

5,000 円 （∠1,000円 ）

（テ 牛 ス ト 代 を 含 む）

文 書作 成 コ ース( ワ ー ド2000

の基 本 操作 ・裹の 作 成 ・文 書

の 編集 方 法や 描画 機 能 等)

4/22 因 午 後1B#30 分 ～4

時30 分
膃000 円 （ 几000 円 ）

（テ キ ス ト 代 を 含む ）表 計算 コ ー ス( エ クセ ル2000

の基 本 操作 ・表計 算 機能 ・グ

ラフ 與 艢 ・描 画椨 能 幃う

5/20W 午 前10 時 ～ 午 後

ら時

性

別

・
電

話
番

号

を

記

人

し

て

、

最

寄

り

の
郵

便

局

ま

た

は

干
2
7
1
－

8
7
9
9

松

戸

郵

便

局

総

務

課

内

「
1
0
0
文

字

の
手

紙

コ

ン

ク
ー

ル
」

係

（
｛
‥一
3
6
2
・
2
3
5
7

｝
　へ

【

】
危

険

物

取

扱

者

試

験

６

月
1
5
日

㈲

会

場
日

本
大

学

生

産

工

学

部

津

田

沼

校
舎

他
五

会

場
　

費

用

甲

種

五

千

円

、

乙
種

三

千

四

百

円

、
丙

種

二

千

七

百
円
（
郵

便

局

で

振

り

込

み

）

※
希

望

者

に

は
講

習

会

や
模

擬
試

験

を

有

料
で

実

施

。

テ

キ

ス

ト

の
領

布

も

行

っ
て

い
ま

す

。

圃

４

月
1
4
日

丱

～
1
7
日

本

の

問

に
、

消

防

局

と

各

消

防
署

で

配

布

し

て

い

る
願

書

を
松

戸
市

危

険

物

安

全

協

会
事

務

局

（
市

消

防

局

予

防

課

内

登
3
6
3・
1
1
1
4

）

へ

【

】
青

年

海

外

協

力

隊

を

募

集

募

集

期

間

４

月
1
0
日

水
～

５
月

2
0口

㈹
　

応

募

資

格
二

十

上

二
十

九

歳

ま

で

の
日

本

国

籍

を

も

っ
人

選

考

試

験

一

次

＝
６

月

８

日

㈲
、

筆

記

試

験

（
技

術

、

語

学

、
適

正

歐場松戸商工会議所パソコン教室　定員各先着10人

費用を持って直接、松戸商工会議所（松戸2060 、昔36∠1-3111) へ

テ

ス

ト

）
健

康

診

断

（
書

類

審

査

）

二

次

＝
七
月

下

旬

、
面
接

試

験
（
個

人

面

談

、

技

術

面

接

）
、

健

康

診

断

（
問

診

）
　

訓

練

八

十

日

間

の

国
内

合

宿

派

遣

期

間

二

年

間

固

国

際

協

力
事
業

団

Ｉ
Ｉ

Ｃ

Ａ

プ

ラ

ザ

昔
０

１

２

０

・
3
2
・
5
9
3

1
【
】
県

営

住

宅

の

入

居

者

を

募

集

募

集

期

間

４
月

１

日

天

～
1
5
日

天

入

居

資

格

①

肌
定

の

方

法

で

算

出

し

た

収

入

月

収

が
、

一

般

の

場

合
二

十
万

円

以

下

、
高

齢

者

・

身

体

障

害

者

な

ど

の

場

合
（
条

件

あ
り

）

二

十

六
万

八
千

円

以

下

②

現

に
住

宅

に

困

窮

し

て

い
て

原

則

と

し

て

同

居

親

族

が
あ

る

こ

と

※

案
内

書

は

４
月

１

日

㈹

か

ら

、

東
葛

飾
支

庁
県

民

セ

ン

タ

ー
と

市

住

宅
課

・
各

支

所

で

配

布

固

千

葉
県

ま

ち

づ
く

り

公

社

県

営

住

宅
管

理

部

募

集

課

容
0
4
3・
9
9
9

一
・

０

び
Ｑ
乙

Ｏ

Ｏ

お
知
ら
せ



催
し
物

「
」
江

戸

川

ハ

イ

キ

ン

グ

「

野

草

を

た

ず

ね

て

」

４
月

６
日

㈲
午
前
９
時
3
0分
松

戸
駅
西
口
か
ら
正
面

の
通
り
を
江

戸
川
に
向
か

っ
て
直
進
、

つ
き
あ

た
り
の
土
手
に
集
合
〔
雨
天
中
止
〕

内
容

市
川
市
里
見

公
園
ま
で

の
六

・
七
い
を
専
門
家

の
説
明
を

聞
き

な
が
ら
野
草
を
摘
み
、
散
策

定

員
先
着
五
十
人
　

持
ち

物
弁
当

・

水
筒

・
野
草
摘
み
用
具

・
ビ
ニ
ー

ル
袋
等

春
雨

無
料

圃
電
話
で
江

戸
川
を
守

る
会

松
戸

支
部
事
務
局
（
河

川
清
流
課
内

）
登

3
6
6
・
Ｉ
Ｉ
冖ａ
ｎ
乙
へ

【

】
「

非

行

」

を

考

え

る

全

国

交

流

集

会

３

月
2
9
日

出
午

後

１
時

～

９

時

3
0日

㈲

午

前

９

時

～

午

後

４

時
3
0

分

会

場

さ

わ

や

か

ち

ば
県

民

プ

ラ

ザ

（
柏

也
　

内

容

講

演

「
非

行

と

学

校

」
、
テ

ー

マ
別

分

科

会

等

費

用

六
千

円

（
一

日

の
み

は
四

千

円

、

学

生

・
未

成

年

は

半

額

）

固

「
非

行

」

を

考
え

る
全

国

交

流

集

会

実
行

委
員

会
｛
一一
0
3・
５

３

３

７

・
７

Ｑ
ぴＩ

Ｉ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

Ｏ

譲

り

ま

す
（
価

格

無
料

）

〔
家

具

〕
押

し

入

れ

ダ
ン

ス
（
木

製

、

縦

・
横
7
2
竹

）
◆

シ

ン

グ
ル

ベ

ッ

ド

（
木

製
）

◆

パ

ソ

コ

ン

デ
ス

ク

◆

製

図

板

（
縦
7
0
竹

・
横
1
0
0号

◆

温

室

（
ガ

ラ

ス

製

、

縦
4
5
竹

・

横
8
4
竹

・
高

さ
1
5
0竹

）

〔
子

供

用

品

〕
Ｂ
型

ベ
ビ

ー
カ

ー
（
六

ヵ

月

上

二
歳

位

ま

で

）

◆

ク

ー

バ

ン

◆

チ

ャ
イ

ル

ド

シ

ー

ト

（
○

歳

～

五

歳

位

ま

で
）

◆

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー
ト
（
四

ヵ

月

～
四

歳

位

ま

で

）

〔
ス

ポ

ー
ツ

〕
ス

キ

ー

セ

ッ

ト

（
板

1
8
0
町

・

靴
2
6
・

５
～
2
7
竹

）

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
４
・
５

月
新
番
組
「
巨
大
望
遠
鏡
の

夢
」投

影

日

４
月

５
日

～

５

月
2
5
日

の
土

・
日

曜

日

、

祝

日
　

投

影

開

始
時

刻
午

前
1
0
時

、

午

後

１

時
3
0

分

、

午

後

３

時
3
0
分

（
一

回

約

五

十

分

）
　

会

場

市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム

室
　

定

員

八

十

人

費

用

子

ど
も

三

十

一
円

、

大

人

五

十

二

円
（
団

体

は
子

ど

も

二

十

一
円

、

大

人

三

十

一
円

）

※
発

売

は

投
影

開

始
3
0
分

前

か

ら

二

階
受

付

で

※
団

体

（
二

十

人

以

上

）

は

平

日

も

電

話

予
約

可

能

で

す

。

圖

巾

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
室

登
3
6
8・
１

９
】９
り
７

■
星
空
観
望
会

４

月
1
2
日

川

午

後

６

時

～

８

時

会

場

市
民

会

館

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ

ム

室

と

屋

上
　

内

容

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ

ム

見

学

と

天

体

望
遠

鏡

で

月

や

土

星

、

木

星

を

観

望

〔
雨

天

・
曇

天

の
場

合
は

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ
ム

の
み

〕

定

員

八

十

人
　

費

用

無

料

※
団

体
（
二

十

人

以

上

）
や
体

の
不

自

由

な

人

は

ご
袒

談
ぐ
だ

さ

い
。

匣

電

話

で

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ
ム

室

容
3
6
8・
1
2
3
7

へ

匣

３

月
2
7
日

米
ま

で

に

、
電

話

で

消

費

生

活

課

公
3
6
6・
7
3
2
9

へ

長

い
間
、
皆

さ
ん
に
ご
利
用

い

た
だ
き
ま
し
た

リ
サ
イ

ク
ル
広
場

は
、
利
用
者

の
激
減
、
リ
サ
イ

ク

ル
シ
ョ
ッ

プ

ー
フ
リ
ー
マ
ケ

ッ
ト

等
民
間
市
場

の
拡
充

に
よ
り
、
使

え
る
物
は
人
事

に
使
お
う

と

い
う

当
初
の
目
的
を
達
成
し
た

た
め
、

今
回
を
も
ち
ま
し

て
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

。

こ

れ
ま
で
の
ご
利
用

・
ご
協
力
、

あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

昌
消
費
生
活
課

登
3
6
6
・
7
3
2
9

［

］
流

山

の

史

跡

め

ぐ

り

３
月
3
0日
㈲

〔
雨
天
の
場
合

は

４
月

６
囗
㈲
〕
午
前
1
0時
馬
橋

駅

西
口

噴
水

広
場
集
合

（
午
後
４

時

解
散
工

疋
）
　
　コ
ー

ス
東
福
寺
～

光
明

院
～

一
茶
双
樹
記
念
館
～
近

藤
勇

陣
屋

の
跡
な

ど
　

持
ち
物
昼

食

費
一

二
百

円

（
交
通
費

・
記

念
館
入
館

料
は
実
費
）

圈
松

戸
史
談
会

・
神
尾

昔
3
4
1
・
2

4
5
8

（
夜
間

の
み
）

［
］
し

ぜ

ん

観

察

会

「

見

つ

け

よ

う

春

、

感

じ

よ

う

春

」

４
月
６
日

収
午
後

１
時
公

園
内

「
広
場

の
橋
」
の
下

集
合
、
３
時
解

散

会
場
2
1世
紀

の
森
と

広
場

費
用
百
円

（
保
険
料
、
資
料
代

）

匣
当
日
会
場
で

圈
東
葛
し

ぜ
ん
観

察
会

・
渋
谷
a

3
4
8
・
7
9
7
7

【
】
小

金

高

校

吹

奏

楽

部

定

期

演

奏

会

３
月
3
0日

収
午
後
３
時
か
ら

会

場
市
民
会
館
　

内
容

ポ
ッ
プ
ス

ス

テ
Ｌ

ン
「
も
の
の
け
姫

メ
ド
レ

ー
」
等
　

費
用
無
料

固
志
村

昔
0
9
0
・
５
３
３
８

・
８
０

【
】
子

ど

も

を

亡

く

し

た

親

の

集

い毎
月

第
二
木
曜
日
午
後
１
時
～

４

時
　

会
場
東
京

ウ
ィ

メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ

（
壅

只
都
渋
谷
区

神
守
豆
圍
）

内

容
子

ど
も
を
亡
く
し
た
親
同
士

で
集
ま
り
話
し
合
う

対
象
子

ど

も
を
亡
く
し

た
経
験
の
あ

る
親

費
用
千
円

固
大

空
の
会

・
西
田

昔
0
7
0
・
５
４

５
８

・
７
４

２
冖ａ

ロ

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

３
月
3
0
日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

カ
ナ

ダ
村

（
松

飛

台

駅

そ

ば

）

※

出

店

者

を

募

集

し

ま

す

。

固

リ

サ
イ

ク

ル

船

橋

の
会

公
0
4
3・

4
6
0
・
8
7
8
1

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ

ダ
ン
ス
「
労
働
契
約
の
留
意

点
と
税
・
社
会
保
険
制
度
」

４

月

１

日

㈹
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

女

性

セ
ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ
ど
　

内

容

税

・
社

会

保

険

の

扶

養

制

度

と

働

き

方

の
関

係

に

つ

い
て

（

ガ
イ

ダ

ン

ス
終

了

後

個

別

相

談

あ

り

）
　

講

師

剛
2
1
世

紀

職

業

財

団

干

墓

爭
務

所

雇

用

管

理

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・
鈴

木

義

久

氏

対

象

現

在

パ

ー
ト

タ
イ

マ

ー
で

働

い
て

い
る

か

、

こ

れ

か
ら

働

き

た

い
人
　

定

員

先

着

二

十

人

（
う

ち

個

別

相

談

十

人

）
　

費

用

無

料

匣

電

話

で
女

性

セ

ン

タ
１

公
3
6
4・

8
7
7
8

へ

【
】
社

会

福

祉

法

人

彩

会

（
喜

楽

家

）
　コ

ン

サ

ー

ト

４
月
1
2日

出
午
後
２
時
か
ら

会
場
柏

市
民
文
化
会
館

出

演
本

村
弓

、
影

山
ヒ
ロ
ノ
ブ
他

内

容

千
と
千
尋

の
神
隠

し
や
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ル
Ｚ
主

題
歌

等

杤
兩

二
千

八
百
円
、
小
学
生
以
下
二
千
二
百
円

固
喜
楽
家

・
橋
本

合
3
4
4
・
9
9
5

1
［

］
松

戸

混

声

合

唱

団

創

立

１０

周

年

記

念

演

奏

会

４

月
1
3
囗

㈲
午

後

２

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分
　

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1

内

容

モ

ー

ツ

ァ
ル

ト

と

ベ

ー
ト

ー

ヴ
ェ

ン

の
二

大

ミ

サ

を

プ

ロ

の

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

ソ

リ

ス
ト

と

共

に
演

奏
　

費

用

千

五

百

円

奈
先

着

五

十

組

百

人

を

無

料

招

待

し

ま

す

。

圃

八

十

円

切

手

を
張

っ

た
返

信

用

封

筒

を

同

封

し

て

、

〒

万一
1
0
0

0
2

松

戸

市

平

賀

一
三

〇

の
二

朝

倉

浩

之
（

昔
3
4
3・
0
5
7
3

）
へ

【
】
春

の

体

験

週

間

①
４

月

５
日

出

午

後

４

時
3
0
分

～

６

時
3
0
分

②

４
月
1
9
日

出

午

後

２

時

～

４

時

会

場

①

小
金

市

民

セ

ン

タ

ー

②

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
内

容

い

ろ

い

ろ

な

こ

と

ば

を

勉

強

で

は

な
く

楽

し

く

話
せ

る

活

動

を

体

験

費

用

無
料

固

ヒ

ッ

ポ

フ

ァ
ミ

リ

ー

ク
ラ

ブ
松

戸

事

務
局

登
０

１

２

０

・
5
5
7・
７

６

１

（
午

前

９

時
～

午

後

６

時

）

［

］
松

戸

国

際

高

校

吹

奏

楽

部

定

期

演

奏

会

３

月
3
0
日

㈲

午

後

４

時

か

ら

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

ク

ラ

シ

ッ

ク

ー
ポ

ッ

プ

ス

ー（

ン

ド

ベ

ル

・
合

唱

等

費

用

無

料

や
乳

幼

児

席

あ

り

固

松

戸

国

際

高

校

・
竹

中

昔
3
8
6・

［

］
観

劇

会

「

缶

詰

」

５
月

７
日

水

午

後

６

時
3
0
分

～

８
時
1
5
分

会

場

市

民

会

館

内

容

劇
団

文

学

座

に

よ

る

爆

笑

コ

メ

デ
ィ

ー
ー
　
費
用

五
千

六

百

円

固

松

戸

演

劇

鑑

賞

会

・
小

野

昔
3
6
9

・
［
ａ
Ｑ
り［
ａ
ｎ
ぴ

【

】
浅

見

こ

の

み

の

「

親

子

で

リ

ト

ミ

ッ

ク

」

４
月
1
7
日

～
平

成
1
6
年

２

月
1
9

凵

の
毎

月
第

三
木

曜
日
〔
全

十

一
回
〕

午

前
1
0
時
3
0
分

～
正

午

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
内

容

親

子

の
ふ

れ

合

い

の

時

間

を

作

る
　

費

用

親

子

で

一
万

八
千

円
（
保

険

料

を

含

む

）

圖

松

戸

子

ど
も

劇

場

・
青

木

昔
3
8
6

･
 

―
I 」Ｏ
 ｘ
ｆ

［
］
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

（
松

戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）

会　場 曜日 時　間 期　間 対象 費　用 問い合わせ

金 ケ 作 公園 庭 球 場

火 午後ﾜ時～9時 八月～11 月 一

般

※
火

曜
日

の

み

中

学

生

七

可

15,000 円 小倉Q345-0899

土

午前10時～正午

4月～ﾜ 月 6,000円

吉田S388-6431
日

月

吉田Q343-0322
木 午後IE持～3時

栗ケ沢公園庭球場 木
午前10眄～正午

中央公園庭球場 水

圃直接会場で随時受け付け

「

」
借

地

借

家

の

無

料

相

談

４

月

１１
一
日

次
午

後

１

時

～

４

時

会

場

勤

労

会

館

※

契

約

圭
匹
等

が
あ

れ

ば

ご
持

参

を

圈
松

戸

借

地

借

家

人
組

合

谿

崔

昔
3
4
5
.９Ｊ｛
にａ
４

８

生涯学習支援ボランティアを募集皆さ んの 身に付 けた知 識や

技能を生かして みませんか．

講師や支援者とし て､ 教 育 一

芸術 ・レ ク リエ ーション 等の

分野で活動していただきます．

※報酬等は、全て無償とします．

圃電 話で生 涯学習情報プ ラザ

a36｢ アー｢ｱ871 へ

［
］
カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

ル

ー

ム

ー
ビ

オ

ラ

４
月

か
ら
毎
月
第

∇

三
金

曜

日

午
後
１
時
～
４
時
　

会

場
ビ
オ

ラ
エ
房

（
松
戸
駅
東
口
徒
歩
十
分
）

内

容
生
き
に
く
さ
を
感
じ
て

い
る

人

の
相
談
室
　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

ち

ば
心

理

教
育

研

究

所

臨
床

心
理

士

・
佐
藤
直
美
氏
　

鶴
塁
用
二
千
円

（
五
十
分
）

固

ビ
オ
ラ
エ
房

昔
3
3
1
・
6
0
1
8

［
］
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

大会名 日　㈲ 会場 対　象 穡目/ルール 費　用

① 春季 市民

ソ フト テニ

ス大会

4/20(日 ロ ーﾄ 使用

不可 の場 合 は 中 止 〕

午前8 時30 分 受 け付

け 、午前9 時 開始

栗ヶ

沢
公

園

廱

球

場

市内 在住 ・在

勤 一在学 ・在

ク ラブ の人

男 女ABC

Ｄ ラ ンク 別

と45 歳以上

/国際ﾙ うﾚ

1チ ー ム

2,000 円

② 春季 クラ

ブ対 抗ソ フ

ト テニ ス大

会

4/29 冊〔コ ート 使用

不可 の場 合 は 中 止 〕

午前8 時30 分 受け 付

け　 午前9 時 開始

市民によるチー

ムおよび連盟の

ｶ[]噐クラブ 、３

組1ﾁｰﾑ

男 女 ラン ク

別/ 国 際 ル

ー ル

1チ ーム

6,000 円

圃①4月４日廊②11 日廊までに、所定の振り込み用紙で松戸市ソ

フトテニス連盟・山下洋子（登斜5-ﾜ084) へ

柿ノ木台公園体育館トレーニン機器操作講習会グ4月６日(日片 前10 時～正午 、13日

約午後6 時～8 時､18 日㈹ 午後1 時30

分 ～3 時30 分､26 日 倒 午後3 時～5

時　 会場柿ノ木台公園体育館トレ

ーニング室　 対象16 歳以上の人

持ち物運動着 一上履き　 費用無料

圉 当日会場で

圜 スポーツ課25363-9241

［
］
松
戸
保
健
所
各
種
相
談

相談名 日　 時 内 容/ 対 象等(怛 当課)

女性 の た めの 健 康

相 談 （予 約 制 ）

4/9(7K) ・16 ㈲

午 後1[ 侍～2 ㈲

女医による女性の心身

の健康に関する相談

(地域指 導課)

エ イズ に 関 する 相

談 ・HIV 抗 体 検 査

4/1  m ・15 ㈹

午 後2 時 ～3 時
匿名（疾病対策課）

夜 間 エ イズ 抗 体 検

査

4/23 ㈲ 午 後ら時

～8 時

※掲載以外の相談は松戸保健所のホームページをご覧

＜ださい。

ＵＲしhttp:// ｗｗｗ.pref.chiba.jp/hokenjo/matsucfo/

会
場
松
戸

保
健
所
　

費
用
無
料

固

松
戸
保
健
所

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

教室名 日　時 会場 対　象 定員 費　用

親 子 体 操 教

室

4/26 ～6/28 の 毎 週 土 曜 日（5/ ふ6/ 糒

を 除く ） 午前9 時30 分 ～11 時

松

戸

運

動

公

園

小

体

育

室
3 歳 児 と

そ の 親

40 組

(抽選)

1回 親210 円 、子52

円 （施設 使用 料）

小 学 生 リ ズ

ム 体 操 教 室

4/26 ～6/28 の毎 凋 十 曜 日(5/3､6/ 糒

を 除 ＜） 午 後4 時30 分 ～6 時
小 学 生

40 人

(抽選) 1回52 円 （施 設 使

用 料 ）こ ど も 体 力

づ く り 教 室

4/25 ～6/13 の 毎 週 金B 瞿日 午 後3 時

30 分 ～5 時

小 学1 ～

3年 生

∠LO人

(抽選)

圃4 月16 日困〔必着〕までに､ 往復ハガ牛に教室名・住所・氏名（親子体操教室は

親子の氏名）・ふりがな 一年齢（学年）・電話番号・返信用あて名を記入して、〒

271 －006 ∠1松戸市上本郷羽34 松戸運動公園内スポーツ課(S363-  9241) へ

［
］
テ

ニ

ス

教

室

（
硬

式

）

教室名 日　時 会　場 対　象 費 用
① 初 心 者 ジ ュ ニ

ア テ ニ ス 教 室

5月～｢用 の毎週月･ 金曜日の

希望の曜Eﾖ午後5 時～6 時30分

金 ヶ 作 公

圖 庭 球 場

市 内 在 住 の

小 ・中 学 生

6,000 円（ テニ ス

保 険 料 を 含 む ）

② 初 心 者 ジ ュ ニ

ア テ ニ ス 教 室

５月 ～ﾜ 月 の 毎 週 水B 瞿日

午 後∠t時 ～5 時30 分

中 央 公 園

庭 球 場

市 内 在 住 の

小 学 生

6,000 円 （テ ニ ス

保 険 料 を 含 む ）

③ 初 心 者 テ ニ ス

教 室

5月～8 月の毎週月曜日 前半

＝午前9 時～10 時30 分 、後

半＝午前11 時～ 壑 時30 分

栗ヶ 沢 公

園 庭 球 場

市 内 在 住 ・

在 勤 の 人

12,000 円( テ ニ ス

保 険 料 を 含 む)

圃4 月７日(月)〔必着〕までに 往復ハガ牛に住所・氏名・①②は学年・電話番号・①③

は希望曜日または希望クラス( 第2 希望まで) ・返信用あて名を記入して、〒2ﾜO －

0006 松戸大金平郵便局留 松戸市テニス協会 一本田(O090 ― 6650  ― 363∠1)へ

ス
ポ
ー
ツ

健
　
　
康

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室
[
各
全
八
回
]

○
お
知
ら
せ



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
博物館（21世紀の森と広場内

）期　　間 内　　　容

4/1W ～30 ㈲ 午後1 時

巧 分 ・３時15 分 か ら

(土･ 日曜 日･ 祝 日は 午

前11 時から も) 上 映

ハ イビジ ョン映 像「 美し き日 本　 百の 風景　 老 いて 妖しき 淡墨 の 桜～　 岐

阜 ・根尾谷 」 《上映 時間25 分》　 会場 講堂 観覧無 料

5 月「国宝 探 訪　天人 が 舞い降 りて ～奈良 ・薬 師寺～ 」 《上映 時間29 分》

4/6 剛 午前11 時 ・午後

2 時から 吝1 時 間

博物 館館 内公 開　内 容 収蔵 庫 ・作 業室 ・燻 蒸 （く んじ よう ）庫 など 展示 室

以外 の施 設を見 学　定 員 各先着15 人

圃3/25 ㈹午前10 胯から 、電 話 で館内 公開 係:0384 ―82ﾜ2 へ

4/26(が～6/15(1日)

館蔵 考古資 料展 「松 戸発 掘物 語」　 内容 小野 遺跡 ・稔台 遺跡な ど最 近報 告

書 が刊行さ れた 市内 の遺 跡から の出土 品 を初公 開　会 場 企画展 示室　 観覧

無料

4/26tb ・27(B) 、5/3

蝎 ・4 ⑧午 後2 時 ～2 時

40 分

映 像で みる歴史 と文 化　20 世紀　 世界 の記録　 第5 部　 多 極化の 時代

4/26 「デ タント へ の道」(1969 ～ﾜ ○年）4/27 「火 を吹く 中東 」（19ﾜ1 ～

ﾜ3 年 ）　5/3 「ハ イテク ノロジ ーの 時代 ］（19ﾜ4 ～ﾜ6 年 ）　5/4 「東西 対

立 の雪解 け」(197ﾜ ～ﾜ9 年 ） 会場 講堂　 定 員当日 先着80 人　 観 覧無 料

シルクロ ード ・コレ クショ ン公開資 料浮彫 仏伝図『初転法輪 訌 火 神堂内毒 龍調伏｣( パ キスタン出 土)

江戸時代旅装束試着体験…毎月第1日曜日午後1時・2時 に時・4時から各回男女各1人

圃電話で市立博物館試着体験係公384-82ﾜ2 へ

休館日 … 月曜日 （祝日 の場 合は 開館し 、翌 日 休館 ） ・第4 金曜 日 ・年 末年始(12/28 ～1/4)　 開

館時間 …午 前9 時30 分～ 午後5 時 （入 館は午 後4 時30 分 まで ） 常 設展 観覧料 …一 般300 円(240 円 ）、

高 一犬 学生 猖O 円（100 円）バ」い 中 学生100 円（60 円 ）〔（　　 ）内 は団 体料 金/20 人以 上〕

※毎週土 曜 日は小 ・中 学生の 観覧は 無 料で す。

ガイドツ アー （常 設展示 解説） …毎日午 前10 時 ・午 後2 時 から30 分間 （参彑］者は 観覧 料が必要 です）

※来館 者専 用の 駐車場 はあり ま せんの で 、21 世紀の 森と 広場の 有料 駐車 場をご利 用く ださ い 。

期　日 内　　　　容

4/6剛まで

現代 か な書 の最 高峰　 藤 岡 保子 展

現 代かな 書の 最高 の書 き手の 一人と 識者 から 賞賛さ れ た書家 ・藤 岡保 子(1883

～1966) 。彼 女は 徳川 昭 武の 姪 にあ たり ま す。 皇后 陛下 に 書を 進講 する 栄 に浴

し 、漆工 、染 色 、絵 画な ど の分 野に も活 躍し た 彼女 と 松戸 徳川 家と の 関ｲ系にス

ポット ラ イトを 当て ます。

4/19 仕ト フ/6(日)

徳川 写 真館part5　 徳川 昭 武 と旅

膨 大な 数の松 戸 朧川家 伝来 写真 を順 次公 開し ている 「徳 川写 真館 」。今回 は徳

川 昭武と 旅 を テー マとし た 展示 を 行い ま す。彼は 、カ メラ を持 参し て 各地 へと

出 かけ てい ま す。撮 影さ れ た写 真と 日 記に よ って 、昭 武が 経験し た旅 の様 相を

探り ます 。

休 館日 …月 曜日 （祝 日の場 合は 開館し 、翌 日 休館）　 開 館時 間 …午前9B30 分～ 午 後ら時 （入 館は

午後4 時30 分 まで） 入 館料 …戸 定邸 ・歴 史館 共 通入 館券 一般240 円（200 円 ），高 一大学 生160 円

（120 円 ）、小 ・中 学 生80 円（60 円） 個 別 入場 券一 般 巧O 円（120 円）、高 ・大学 生100 円（80 円）、

小 ・中学 生50 円 潯O 円）C（　）内 は団 体料 金/20 人 以上 〕

※毎凋 十曜日は 小 ・中学 生の 観覧は 無料 です 。

松戸市の市外局番は047です

期日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

4/1  a士)
専 修大 学松 戸高 等学 校吹奏 楽部 第23 回

定 期演 奏会
1∠に00 専修大学松戸高等学院　　S362-9101

13 剛 春のチャリティー歌謡　　　　　　★
13:00
ワイド企画　　　　　　　 公362-96ﾜ1

18:00

26 圉 モダンバレエ発表会 16:00
たきもと壬ダンバレエ母の会

o345 一拍50

27(日)第10回松戸市大正琴演奏会 13:30 松戸あけばの会　　　　　 昔38ワー2929

29 冊 ジヨイフルコ一ラス第4回演奏会 14:00 ジョイフルコーラス　　　S364-502ﾜ

休館日…月膤日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

期　日 内　　容（★は有料） 開演時覬 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

4/ 6(日)松 浦亜弥 コン サート　　　　　 （※完売） ★
15:30 オデツセー

a  03―3ﾜ9卜999919:00

11 銜 蔔 日りみ＆古謝美佐子コンサート　　　 ★ 18:30 RO-ON　　e  365-9911

13(日)松戸混声合唱団 創立扣 周年記念演奏会　　　 ★ 陽:30
松戸混声合唱団

音3∠13―0573

19仕）谷村新司コンサート　　　　　（※完売）★ 18:00
ちけっとぽ－と
S03 ―335ツー9999

小

ホ

ー

ル

4/ 5圉 COCO 森の演奏会 13:30
COCO ピ アノ教 室

豐38 ワー9812

19圉 ピアノ発表会 13:30 鈴木紀子　 公34ワー1808

20(日)武純会舞踊おさらい会 11二00武純会S04 ワー467-010ﾜ

25 衡 兩 條劇団 チビ 不 一兄弟　　　　　　　　　 ★
13 二00哨盾 芸社

Q  03-33'ﾜ'8-4451IB:00

29 勍 ピアノサークルPCC 第9回コンサート 19:00
ピアノサークルPCC
a  090―84∠13―392'ﾜ

休館日…月曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館）

21世紀の森と広場パークセンタ

ー
日　時 内　　容

展示
4/8≫～13U パステル画展　主催新咲清彦氏

4/29 U～5/3W 盆栽展　主催日本盆栽協会松戸支部

相談
毎 週 水 ・土 ・日 曜 日と 祝 日 の 午 前10

時 ～ 正 午と 午 後1 時～3 時30 分

み どり の 相 談 員 に よる 花 や 緑 に 関する 相 談 （電 話

で も受 け 付 け ま す）

休館日…月曜日（ただし祝日の場合は開館し､ 翌日休館）

開館時間…午前9 時～午後4 時30 分

期日 内　　容 開演時間 問い合わせ先

4/ 1㈹ 健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラォヶ普及会　　　　　 公3引-3623

3㈲ 家庭教育の集い 10:30 他実践倫理宏正会松戸支部　　o369 ―1480

12(二L)
歌謡 スタ ジ オ「歌 練」 第4 回 歌謡

祭
10:00 歌謡スタジオ「歌練］　　　　Q394-2223

19仕）

水上勉原作映画鑑賞会

①越前竹人形
12:00 ※入 れ換え 制 （各ハ ガ牛申 込 制）

圃4 月ワヨ㈹〔必 着〕ま でに 、官 製 往復ハガ 半に 、

作 品番 号 （講 演 会は ⑥ 、第3 希 望 ま で可 ）・住

所 ・氏名 ・電 話 番号 ・返 信 用あ て 名 を 記入し

て 、〒2ﾜ 〇－2252 松 戸市 千駄 堀646 の4 森の ホ

ール21 内　 但胼公戸 市文化 振興財 団 へ（抽 選）

圜 社 会教育 課is366 ―ﾜ462

②五番町夕霧楼 14:20

③ 飢餓海峡 1ﾜ:10

20(日)

水上勉原作映画鑑賞会

④越後つついし親不知
12:00

⑤雁の寺 14 二20

⑥筑紫哲也講演会 16:30

休館日…月B瞿日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

※駐車場はありません。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています]

萱366 －0010

平日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　 毎日午後8 時～Ｍ 時

会　期 内　　容 問い合わせ先

4/8 ㈲～13 ⑤ 第1〔亘]二葉会写真宸 二葉会・鈴木　　　　S384-6ﾜ89

4/19tt)～20(日) 科学技術週間 発明クラブ・阿部　　　S36ﾜｰﾜ810

4/22  W～27(日) 第21回東葛美術展 東葛美術会 一山田　　　S363-ﾜ800

開館時間…午前10時～午後6時　休館日…月曜日

松戸駅市民ギャラリー

期間 3/27 困 まで 3/28 働～4/10 團 4/11R ～24團

東
海の写真展

固本田昔36ﾜｰﾜ544

丹の会洋画作品展

團内藤･O362-2016

ト ールペ イントと チ ャイナペ イント作 品展

圜 柏 谷S348-1626

西

わ かば園

工房 から のメ ッセージ

巨 江 澤O384-0165

乙翁陶芸作品展

圈三浦Q343-4ﾜ12

楽しい水彩画

みづえの会屐

圈黒沢H388 一 拍60

○お気軽にご相談＜だきい　４月の相談あんない○

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 厘

市政･ 一般民事

月～金曜日
午前8時30分～午後5時

市民相談課

市
民

相
談

課

昔
366

・
７
３
１

９

を

一
般

民

事

相
談
＝

金

銭

・
身

の

上
・

相

続

・
離

婚

等

家

庭

問

題

の
相

談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談
(予約制)

月･火･ 木曜日 午後1 時 ～5 時

市
役

所

相

談

コ
ー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2 金曜日 午後1 時 ～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時 ～5 時

外国人相談 第2･ 第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1･ 第3月曜日 午後1 時～5 時 商工観光
課労政係

聚内職相談は東葛飾支庁商工労政課(S361  -4089)で行っています。

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

す く す くさ ぽ － と21

S367-4646

ＣＭＳ子 育 て 支援 セン

タ ー　0394-5590

チェリッシュ・サポート・

システム25308  ― 5880

家庭児童相談 月 ～ 金曜 日　　　　i午 前9 時 ～午 後5 時 児童福祉課内

Q366 ―7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談(予約制)
月～金曜日

午前8時30 分～午後5

時

教育研究所（予約専用）

S366 ―7600教育相談(予約制)

◆休日土曜日夜間歯科診療所

0365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃

青 少年 相 談

(電話)
月～金曜日

午前8時30分～
午後4 時30分

こ ども課

Q363-7867
青 少年 相 談

（来所）〔予約制〕
午前8時30分～

午後5時
こども課

S366-7464

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談]-ﾅｰ 千

葉
地

方

法
務

局

松

戸
支

局

市

民
相

談
課

一`366

７

３
１
９

7(月) 馬橋支所

使 六実支所

他 小金支所

2冰） 常盤平支所

2(水) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

3祟 小舗 市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(H363  ―6278) でも行ってい ます。

心配ごと相談 毎週火 ・木曜 日 午前10 時～午 後3 時
社会福祉協議会

S365 ―4713
咼年齢者無料職業

紹介所 （65歳以上）

月～金 曜日 （祝

り 木日を除 く）

午前9時～午後5時

(正午~午後塒 を除く)

社会福祉協議会

Q365-4712

ゆう ま つど

こ こ ろ の 相談

(予 約 制)

第1 ～第4 月曜
日I
〃-`｀4癶n土　斤4叺jn土 女性センター

(相談室直通)

25363  ―0505
第2～第4木曜日

rfl'j Ｉり卜 丁　ll 又 ？H 可

第 休 曜 日　　　　　　午 後2 時～8 時

パ ート 労 働 悩みご

と相談 （予 約制 ）
憫

午後1時30 分～

4時30分

女性センター

S364-8778

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活センター

Q365-6565

高年 齢者 職業 相談
月～ 金曜 日（第3

木 曜 日を除 く）
午前9時～午後5時

咼 年齢者 職業相談 室

25368  ― 5656

※4月から心配ごと相談は社会福祉協議会内の相談コーナーで行わ

れます（詳細は4面を参照）。

市民会館

衛生会館所在…竹ヶ花45 の53

384-8

181

368-1
237

森のホール2

1

fi384-5050

戸定歴史館 霖3627205.0

345-8

900

文化ホールギャラリー 367-78

10

教）社会教育課Sfe366-7462

市民劇場 ,｡O368-0070｡

※住宅課S366 ―7366、商工観光課S366-7327


